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★
13
日
豸

夜
遅
く
に
訪
問
団
は
市
役
所
に

到
着
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
大

歓
迎
を
受
け
、
長
旅
の
疲
れ
も
吹

き
飛
び
ま
し
た
。
早
速
日
本
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り
ま
し
た
。

★
14
日
豺

一
行
は
柏
原
市
長
を
表
敬
訪

問
。
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
で

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
柏
原
市

長
か
ら
は
、
「
楽
し
か
っ
た
よ
。

ま
た
加
西
市
に
行
き
た
い
。
と
思

え
る
よ
う
な
１
週
間
と
な
り
ま
す

よ
う
に
。」
と
激
励
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
条

高
校
に
移
動
し
て
華
道
や
茶
道
を

初
め
て
体
験
し
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
触
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
球
技

大
会
が
行
わ
れ
て
い
た
運
動
場
で

は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
一
緒

に
楽
し
む
な
ど
、
積
極
的
な
交
流

が
で
き
ま
し
た
。

★
15
日
貂

市
内
の
お
寺
で
は
、
慣
れ
な
い

正
座
や
座
禅
を
初
め
て
体
験
。
足

の
し
び
れ
に
耐
え
、
体
を
動
か
さ

ず
一
点
を
見
つ
め
て
、
精
神
を
集

中
さ
せ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
で

は
、
オ
ラ
ン
ダ
衣
装
を
試
着
体
験

し
、
温
室
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

団
員
た
ち
は
可
憐
な
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
前
で
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
っ
て
い
ま
し
た
。

★
16
日
貉

神
戸
へ
一
日
観
光
に
。
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
で
は
、
阪
神
淡

路
大
震
災
の
様
子
を
映
像
体
験
し

た
り
、
展
示
さ
れ
て
い
る
パ
ネ
ル

を
見
て
涙
ぐ
む
団
員
も
。

★
17
日
貅

午
前
中
は
、
北
条
中
学
校
に
体

験
入
学
。
１
年
生
の
国
際
理
解
の

授
業
に
参
加
し
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語

指
導
助
手
）
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
先

生
の
指
導
で
、
福
笑
い
や
し
り
と

り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
を

行
い
生
徒
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
午
後
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
加
西
市
歴
史
街
道

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内

で
、
五
百
羅
漢
や
酒
見
寺
、
住
吉

神
社
な
ど
古
い
ま
ち
な
み
が
残
る

北
条
町
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

★
18
日
貊

世
界
文
化
遺
産
の
姫
路
城
を
見

学
。
天
守
閣
で
神
社
の
お
参
り
の

方
法
を
学
ぶ
な
ど
ガ
イ
ド
の
説
明

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
訪

問
し
た
香
寺
町
の
日
本
玩
具
博
物

館
で
は
、
昔
な
が
ら
の
日
本
の
お

も
ち
ゃ
を
見
た
り
、
実
際
に
遊
ん

だ
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
夜
、
手
作
り
の
料
理
を
持

ち
寄
っ
て
行
っ
た
送
別
会
で
は
、

風
船
回
し
ゲ
ー
ム
や
１
週
間
を
振

り
返
る
ビ
デ
オ
ス
ラ
イ
ド
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ル
マ
ン
市
長
よ

り
プ
ル
マ
ン
市
の
丘
の
上
か
ら
描
か

プ
ル
マ
ン
市
か
ら
親
善
訪
問
団
　
名
が
来
市

―
市
内
外
で
広
が
る
国
際
交
流
の
輪
―

12

蛻訪問団員とホストファミリーの皆さん

1
週
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
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れ
た
、
輝
く
ば
か
り
に
美
し
い
風

景
画
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★
19
日
貍

市
役
所
玄
関
前
で
、
団
員
は
新

し
く
増
え
た
家
族
と
の
別
れ
を
惜

み
ま
し
た
。
訪
問
団
員
の
皆
さ
ん

か
ら
は
「
短
い
期
間
だ
っ
た
け
れ

ど
、
加
西
市
で
の
楽
し
か
っ
た
思

い
出
、
皆
さ
ん
の
や
さ
し
さ
は
、

一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
加
西

市
民
が
プ
ル
マ
ン
市
を
訪
問
し
て

く
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。
」

と
加
西
市
を
出
発
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
団
の
受
入
れ
は
、

昨
年
プ
ル
マ
ン
市
を
訪
問
し
た
中

高
生
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

方
々
を
中
心
に
、
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
市
内
外
を
案
内
し

た
り
、
送
別
会
で
は
会
場
の
飾
り

付
け
や
ゲ
ー
ム
の
進
行
も
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
通

訳
と
し
て
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
も
大
活
躍
し
ま
し
た
。

友
好
都
市
交
流
と
い
う
と
「
市

と
市
」
が
行
う
も
の
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
。
し
か
し
、
本
当
に
国
際

交
流
を
行
う
の
は
市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
。
肩
肘
張
ら
ず
に
、

「
普
段
着
の
交
流
」
を
こ
れ
か
ら

も
め
ざ
し
ま
す
。

国際感覚を身につけ次世代に対
応できる人材育成をめざし、来年
の春（3月後半）には、加西市の
中高生がプルマン市を訪問し、さ
らに交流を深める予定です。
団員募集のお知らせは、広報か
さい12月号に掲載しますので、
お楽しみに!

国際感覚豊かな人材の育成
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（
行
政
職
）

【
部
長
級
】
…
７
名

▽
企
画
財
政
部
長
（
企
画
総
務
部

参
事
兼
総
務
課
長
）
圓
井
昭
英
▽

市
参
事
、
企
画
財
政
部
少
子
化
対

策
担
当（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

松
山
　
茂
▽
総
務
部
長
兼
有
線
放

送
事
業
所
長
（
企
画
総
務
部
企
画

調
整
課
長
）
筧
瀬
津
男
▽
建
設
経

済
部
長
（
地
域
振
興
部
長
）
山
下

正
和
▽
生
活
環
境
部
長（
検
査
官
）

長
谷
川
和
史
▽
消
防
長
兼
消
防
署

長
（
消
防
署
長
）
竹
内
正
己
▽
病

院
事
務
局
長
（
環
境
部
長
）
能
瀬

肇【次
長
級
】
…
１
名

▽
教
育
委
員
会
次
長
兼
生
涯
学
習

課
長
兼
主
任
指
導
主
事
（
教
育
委

員
会
次
長
兼
幼
児
園
担
当
兼
主
任

指
導
主
事
）
小
路
重
徳

【
参
事
級
】
…
３
名

▽
企
画
財
政
部
参
事
兼
企
画
調
整

課
長
（
財
務
管
理
部
参
事
兼
管
財

課
長
）
小
岩
照
雄
▽
企
画
財
政
部

参
事
兼
管
財
課
長
（
上
下
水
道
部

参
事
兼
管
理
課
長
）
甘
中
吉
彦
▽

農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
地
域
振

興
部
参
事
兼
農
林
共
済
課
長
）
織

辺
豊
昭

【
課
長
級
】
…
19
名

▽
検
査
官
（
副
検
査
官
）
森
本
義

一
▽
総
務
部
総
務
課
長
（
企
画
総

務
部
情
報
推
進
室
長
兼
情
報
シ
ス

テ
ム
係
長
）
小
林
敏
明
▽
総
務
部

情
報
政
策
課
長
（
市
民
福
祉
部
市

民
課
主
幹
（
市
民
年
金
担
当
）
）

正
井
　
明
▽
総
務
部
ま
ち
づ
く
り

課
長
（
企
画
総
務
部
市
史
編
集
室

長
兼
市
史
編
集
係
長
）
伊
藤
清
明

▽
総
務
部
市
史
編
集
室
長
兼
市
史

編
集
係
長
（
上
下
水
道
部
業
務
課

長
）
大
豊
　
武
▽
市
民
福
祉
部
市

民
課
長
（
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
圓
井
景

子
▽
建
設
経
済
部
農
政
課
長
（
都

市
整
備
部
課
長
（
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
担
当
））
難
波
周
雄
▽
建

設
経
済
部
管
理
・
用
地
課
長
（
地

域
振
興
部
農
村
整
備
課
長
）
原
田

正
利
▽
建
設
経
済
部
地
域
整
備
課

長
（
都
市
整
備
部
土
木
課
長
）
井

上
正
三
▽
生
活
環
境
部
管
理
課
長

（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
）

志
方
顕
久
▽
生
活
環
境
部
業
務
課

長
（
都
市
整
備
部
管
理
・
用
地
課

長
）
吉
田
秀
貴
▽
消
防
本
部
総
務

課
長
兼
防
災
企
画
係
長
（
消
防
署

南
分
署
長
）
高
井
幸
文
▽
消
防
署

警
防
課
長
（
消
防
署
北
分
署
長
）

藤
原
美
文
▽
消
防
署
救
急
指
導
課

長
（
消
防
署
警
防
課
警
防
担
当
主

幹
）
西
脇
　
博
▽
消
防
署
南
分
署

長
兼
訓
練
指
導
担
当
（
消
防
署
警

防
課
警
防
担
当
主
幹
）
本
多
　
昇

▽
消
防
署
北
分
署
長
兼
訓
練
指
導

担
当
（
消
防
署
南
分
署
長
補
佐
兼

訓
練
指
導
担
当
）
原
田
久
夫
▽
教

育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
兼
庶
務

係
長
（
環
境
部
生
活
安
全
課
長
）

佐
藤
正
行
▽
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
長
兼
主
任
指
導
主
事
（
兵
庫

県
教
育
委
員
会
）
石
野
敬
五
▽
教

育
委
員
会
体
育
保
健
課
長
兼
国
体

準
備
室
長
兼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
（
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課

長
兼
国
体
準
備
室
長
兼
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
学
校
給
食
係

長
）
河
原
史
明

【
主
幹
級
】
…
10
名

▽
企
画
財
政
部
財
政
課
主
幹
（
財

政
再
建
推
進
担
当
）（
環
境
部
生

活
安
全
課
長
補
佐
（
環
境
保
全
担

当
））
鈴
木
康
良
▽
企
画
財
政
部

人
権
推
進
課
主
幹
兼
人
権
対
策
係

長
兼
指
導
主
事
（
市
民
福
祉
部
人

権
推
進
課
主
幹
兼
指
導
主
事
）
金

田
政
博
▽
総
務
部
ま
ち
づ
く
り
課

主
幹
兼
安
全
安
心
係
長
（
環
境
部

生
活
安
全
課
長
補
佐
兼
生
活
安
全

係
長
）
山
本
康
博
▽
市
民
福
祉
部

保
険
課
主
幹
（
国
保
医
療
担
当
）

（
市
民
福
祉
部
保
険
課
主
幹
兼
国

保
医
療
係
長
）
前
田
幸
良
▽
建
設

経
済
部
商
工
観
光
課
主
幹
（
企
業

誘
致
担
当
）
兼
商
工
労
政
係
長

（
都
市
整
備
部
管
理
・
用
地
課
主

幹
（
管
理
・
住
宅
担
当
））
小
篠

正
彦
▽
建
設
経
済
部
地
域
整
備
課

主
幹
（
土
木
整
備
担
当
）（
都
市

整
備
部
土
木
課
主
幹
（
改
良
担

当
））
吉
田
清
孝
▽
議
会
事
務
局

主
幹（
県
下
市
議
会
議
長
会
担
当
）

兼
庶
務
係
長
（
議
会
事
務
局
長
補

佐
兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
）
福

井
り
つ
子
▽
消
防
署
警
防
課
警
防

担
当
主
幹
（
消
防
署
北
分
署
長
補

佐
兼
訓
練
指
導
担
当
）
石
田
貴
秀

▽
消
防
署
警
防
課
警
防
担
当
主
幹

（
消
防
本
部
予
防
課
長
補
佐
兼
予

防
係
長
）
山
西
　
修
▽
賀
茂
幼
児

園
長
兼
賀
茂
幼
稚
園
長
（
賀
茂
幼

児
園
賀
茂
幼
稚
園
長
）
宮
崎
美
喜

代【課
長
補
佐
級
】
…
22
名

▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
長
補
佐
兼

介
護
保
険
係
長
（
市
民
福
祉
部
保

険
課
介
護
保
険
担
当
主
査
）
竹
内

志
寸
美
▽
市
民
福
祉
部
社
会
福
祉

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
地
域
振

興
部
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
）
森
井
弘
一
▽
市
民
福
祉
部

健
康
長
寿
課
長
補
佐
（
市
民
福
祉

部
健
康
長
寿
課
長
補
佐
兼
健
康
係

長
）
黒
田
　
幸
▽
九
会
保
育
園
長

（
九
会
保
育
園
長
）
多
田
政
代
▽

北
条
南
保
育
所
長
（
田
原
保
育
園

長
）
藤
原
恵
子
▽
建
設
経
済
部
商

工
観
光
課
長
補
佐
兼
ふ
る
さ
と
振

興
係
長
（
地
域
振
興
部
商
工
観
光

課
商
工
労
政
係
長
）
三
船
敏
博
▽

建
設
経
済
部
管
理
・
用
地
課
長
補

佐
（
管
理
担
当
）（
市
民
福
祉
部

市
民
課
市
民
年
金
係
長
）
高
見
千

賀
子
▽
建
設
経
済
部
地
域
整
備
課

市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
行
っ
た
市
職
員
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
異
動
は
、
機
構
改
革
に
伴
い
総
勢
2
6
3
名
の
人
員
配

置
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
異
動
事
由
は
次
の
3
点
。

①
企
画
財
政
部
に
少
子
化
対
策
の
総
合
調
整
、
進
行
管
理
に
対
応
す

る
た
め
、
少
子
化
対
策
担
当
を
設
置
。
②
企
画
財
政
部
に
財
政
再
建
推

進
計
画
の
更
な
る
実
行
を
図
る
た
め
、
財
政
再
建
推
進
担
当
を
設
置
。

③
総
務
部
に
「
ま
ち
づ
く
り
課
を
新
設
し
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
交
通
安
全
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
等
、
悪
徳

商
法
対
策
の
充
実
、
ま
た
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
。
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長
補
佐
（
農
村
整
備
担
当
）（
上

下
水
道
部
上
水
道
課
長
補
佐
兼
給

水
係
長
）
長
浜
秀
郎
▽
建
設
経
済

部
地
域
整
備
課
長
補
佐
（
土
木
整

備
担
当
）（
都
市
整
備
部
土
木
課

長
補
佐
（
補
修
担
当
））
東
一
正

典
▽
建
設
経
済
部
都
市
計
画
課
長

補
佐
（
都
市
計
画
担
当
）（
都
市

整
備
部
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
建

築
係
長
）
大
古
瀬
隆
▽
生
活
環
境

部
上
水
道
課
長
補
佐（
施
設
担
当
）

（
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長
補
佐

（
農
集
排
整
備
担
当
））
中
川
和
明

▽
生
活
環
境
部
下
水
道
課
長
補
佐

（
農
集
排
整
備
担
当
）（
上
下
水
道

部
上
水
道
課
長
補
佐
（
施
設
担

当
））
柴
本
泰
徳
▽
生
活
環
境
部

環
境
課
長
補
佐（
環
境
保
全
担
当
）

（
地
域
振
興
部
農
村
整
備
課
長
補

佐
（
農
村
整
備
担
当
））
大
谷
賢

一
▽
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
（
消
防
本
部
総
務
課
庶

務
係
長
）
大
西
康
弘
▽
消
防
本
部

予
防
課
長
補
佐
兼
予
防
係
長
（
消

防
署
警
防
課
長
補
佐
兼
警
防
第
一

係
長
）
井
上
貞
壽
▽
消
防
署
警
防

課
長
補
佐
兼
警
防
第
一
係
長
兼
訓

練
技
術
担
当
（
消
防
署
南
分
署
長

補
佐
兼
訓
練
指
導
担
当
）
為
広
高

志
▽
消
防
署
救
急
指
導
課
長
補
佐

兼
救
急
指
導
担
当
（
消
防
署
救
急

指
導
課
長
補
佐
兼
救
急
第
一
係
長

兼
救
急
指
導
担
当
）
田
先
賢
三
▽

消
防
署
南
分
署
長
補
佐
兼
訓
練
指

導
担
当
（
消
防
署
北
分
署
警
防
第

二
係
長
）
和
田
　
稔
▽
教
育
委
員

会
体
育
保
健
課
長
補
佐
（
国
体
準

備
担
当
）（
上
下
水
道
部
下
水
道

課
長
補
佐
（
公
共
・
県
営
担
当
））

木
下
義
視
▽
九
会
幼
稚
園
長
補
佐

（
北
条
幼
稚
園
長
補
佐
）
和
田
陽

子
▽
病
院
事
務
局
管
理
課
長
補
佐

兼
管
理
係
長
（
病
院
事
務
局
管
理

課
長
補
佐
（
管
理
担
当
））
正
中

宏
知
▽
病
院
事
務
局
施
設
用
度
課

長
補
佐
兼
営
繕
係
長
（
都
市
整
備

部
都
市
計
画
課
長
補
佐
（
都
市
計

画
担
当
））
西
岡
博
文

【
係
長
級
】
…
40
名

▽
企
画
財
政
部
管
財
課
登
記
係
長

（
財
務
管
理
部
管
財
課
主
任
）
原

田
正
之
▽
企
画
財
政
部
管
財
課
登

記
担
当
主
査
（
財
務
管
理
部
管
財

課
登
記
係
長
）
坂
田
勝
利
▽
企
画

財
政
部
税
務
課
税
制
係
長
（
上
下

水
道
部
管
理
課
管
理
係
長
）
松
岡

慶
一
▽
企
画
財
政
部
税
務
課
収
税

担
当
主
査
（
財
務
管
理
部
税
務
課

資
産
税
担
当
主
査
）
南
古
幸
孝
▽

総
務
部
情
報
政
策
課
情
報
政
策
係

長
（
市
民
福
祉
部
保
険
課
介
護
保

険
係
長
）
奥
隅
一
博
▽
総
務
部
ま

ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
係
長

（
地
域
振
興
部
農
林
共
済
課
主
任
）

桝
田
隆
章
▽
市
民
福
祉
部
市
民
課

市
民
年
金
係
長
（
財
務
管
理
部
税

務
課
税
制
係
長
）
古
角
宏
貴
▽
市

民
福
祉
部
保
険
課
国
保
医
療
係
長

（
上
下
水
道
部
業
務
課
業
務
係
長
）

志
方
正
人
▽
市
民
福
祉
部
健
康
長

寿
課
健
康
係
長
（
市
民
福
祉
部
健

康
長
寿
課
主
任
（
保
健
師
））
河

原
　
紫
▽
市
民
福
祉
部
健
康
長
寿

課
長
寿
係
長
（
市
民
福
祉
部
健
康

長
寿
課
主
任
）
山
本
文
子
▽
田
原

保
育
園
長
（
北
条
南
保
育
所
長
）

甘
中
さ
つ
き
▽
別
府
保
育
園
長

（
泉
第
一
保
育
所
長
補
佐
）
菅
野

順
子
▽
泉
第
三
保
育
所
長
（
別
府

保
育
園
長
）
増
田
綾
子
▽
賀
茂
幼

児
園
賀
茂
保
育
所
長
（
泉
第
三
保

育
所
長
）
柏
原
美
鈴
▽
建
設
経
済

部
農
政
課
地
籍
換
地
係
長
（
都
市

整
備
部
管
理
･
用
地
課
用
地
担
当

主
査
）
内
田
浩
典
▽
建
設
経
済
部

管
理
・
用
地
課
住
宅
係
長
（
地
域

振
興
部
農
村
整
備
課
地
籍
換
地
係

長
）
大
西
良
一
▽
建
設
経
済
部
地

域
整
備
課
農
村
整
備
係
長
（
地
域

振
興
部
農
村
整
備
課
農
村
整
備
係

長
）
足
立
安
宏
▽
建
設
経
済
部
地

域
整
備
課
土
木
整
備
係
長
（
都
市

整
備
部
土
木
課
補
修
係
長
）
森

泰
利
▽
建
設
経
済
部
都
市
計
画
課

建
築
係
長
（
病
院
事
務
局
施
設
用

度
課
建
設
・
営
繕
係
長
）
西
岡
義

信
▽
生
活
環
境
部
管
理
課
管
理
係

長
（
地
域
振
興
部
商
工
観
光
課
ふ

る
さ
と
振
興
係
長
）
高
井
勝
仁
▽

生
活
環
境
部
業
務
課
業
務
係
長

（
上
下
水
道
部
業
務
課
業
務
担
当

主
査
）
亀
田
哲
馬
▽
生
活
環
境
部

上
水
道
課
施
設
係
長
（
都
市
整
備

部
土
木
課
改
良
係
長
）
志
方
信
之

▽
生
活
環
境
部
上
水
道
課
給
水
係

長
（
上
下
水
道
部
下
水
道
課
整
備

係
長
）
森
田
政
則
▽
生
活
環
境
部

下
水
道
課
整
備
係
長
（
上
下
水
道

部
上
水
道
課
施
設
係
長
）
櫻
井
一

孔
▽
生
活
環
境
部
環
境
課
施
設
担

当
主
査
（
環
境
部
環
境
課
主
任
）

山
野
京
子
▽
議
会
事
務
局
議
事
係

長
（
議
会
事
務
局
主
任
）
深
江
克

尚
▽
消
防
署
警
防
課
警
防
第
二
係

長
（
消
防
署
救
急
指
導
課
救
急
第

二
係
主
任
）
中
村
明
継
▽
消
防
署

救
急
指
導
課
救
急
第
一
係
長
（
消

防
署
救
急
指
導
課
救
急
第
一
係
主

任
）
小
林
克
樹
▽
消
防
署
南
分
署

警
防
第
一
係
長
（
消
防
署
警
防
課

警
防
第
二
係
長
）
公
庄
　
修
▽
消

防
署
北
分
署
警
防
第
二
係
長
（
消

防
署
南
分
署
警
防
第
一
係
長
）
飯

尾
昌
弘
▽
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
文
化
財
担
当
主
査
（
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
主
任
）
森
　
幸
三

▽
教
育
委
員
会
体
育
保
健
課
学
校

給
食
係
長
（
市
民
福
祉
部
社
会
福

祉
課
主
任
）
小
田
敦
子
▽
北
条
幼

稚
園
長
補
佐
（
九
会
幼
稚
園
長
補

佐
）
後
藤
則
子
▽
北
条
東
幼
稚
園

長
補
佐
（
富
合
幼
稚
園
長
補
佐
）

藤
本
澄
子
▽
賀
茂
幼
児
園
賀
茂
幼

稚
園
長
補
佐
（
下
里
幼
稚
園
長
補

佐
）
西
川
真
理
▽
下
里
幼
稚
園
長

補
佐
（
泉
幼
稚
園
主
任
教
諭
）
河

原
喜
久
子
▽
富
合
幼
稚
園
長
補
佐

（
西
在
田
幼
稚
園
長
補
佐
）
西
脇

久
美
子
▽
西
在
田
幼
稚
園
長
補
佐

（
富
田
幼
稚
園
長
補
佐
）
能
瀬
啓

子
▽
泉
幼
稚
園
長
補
佐
（
北
条
東

幼
稚
園
長
補
佐
）
小
苗
仁
美

【
主
任
級
】
…
34
名

▽
企
画
財
政
部
企
画
調
整
課
主
任

（
財
務
管
理
部
財
政
課
主
任
）
伊

藤
　
勝
▽
企
画
財
政
部
財
政
課
主

任
（
企
画
総
務
部
総
務
課
主
任
）

柿
本
尚
一
▽
企
画
財
政
部
税
務
課

主
任（
市
民
福
祉
部
保
険
課
主
任
）

小
池
い
く
代
▽
企
画
財
政
部
税
務

課
主
任
（
市
民
福
祉
部
社
会
福
祉

課
主
任
）
別
府
克
紀
▽
企
画
財
政

部
税
務
課
主
任
（
上
下
水
道
部
業

務
課
主
任
）
西
浦
義
則
▽
企
画
財

政
部
人
権
推
進
課
主
任
（
環
境
部

生
活
安
全
課
主
任
）
立
花
栄
子
▽

市
民
福
祉
部
市
民
課
主
任
（
病
院

事
務
局
管
理
課
主
任
）
西
脇
光
子

▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
主
任
（
財

務
管
理
部
税
務
課
主
任
）
下
山
晴
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一
郎
▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
主
任

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
任
）

藤
後
麻
里
▽
市
民
福
祉
部
社
会
福

祉
課
主
任
（
企
画
総
務
部
秘
書
広

報
課
主
任
）
高
見
昭
紀
▽
市
民
福

祉
部
社
会
福
祉
課
主
任
（
財
務
管

理
部
税
務
課
主
任
）
前
田
貴
子
▽

市
民
福
祉
部
健
康
長
寿
課
主
任

（
地
域
振
興
部
農
林
共
済
課
主
任
）

岡
田
洋
一
▽
九
会
保
育
園
主
任
保

育
士（
日
吉
保
育
園
主
任
保
育
士
）

友
藤
ゆ
か
り
▽
田
原
保
育
園
主
任

保
育
士
（
北
条
西
保
育
所
主
任
保

育
士
）
岩
崎
み
き
▽
別
府
保
育
園

主
任
保
育
士
（
泉
第
三
保
育
所
主

任
保
育
士
）
井
芹
明
美
▽
日
吉
保

育
園
主
任
保
育
士
（
宇
仁
保
育
園

主
任
保
育
士
）
今
西
純
子
▽
宇
仁

保
育
園
主
任
保
育
士
（
九
会
保
育

園
主
任
保
育
士
）
井
上
貴
代
▽
泉

第
一
保
育
所
主
任
保
育
士
（
別
府

保
育
園
主
任
保
育
士
）
菅
野
佐
百

合
▽
泉
第
三
保
育
所
主
任
保
育
士

（
泉
第
三
保
育
所
保
育
士
主
任
）

三
木
ゆ
か
り
▽
北
条
西
保
育
所
主

任
保
育
士
（
田
原
保
育
園
主
任
保

育
士
）
森
　
　
恵
▽
建
設
経
済
部

管
理
・
用
地
課
主
任
（
地
域
振
興

部
農
村
整
備
課
主
任
）
高
谷
浩
三

▽
生
活
環
境
部
業
務
課
主
任
（
上

下
水
道
部
下
水
道
課
主
任
）
石
野

隆
範
▽
会
計
課
主
任
（
地
域
振
興

部
商
工
観
光
課
主
任
）
高
井
聡
子

▽
議
会
事
務
局
主
任
（
教
育
委
員

会
体
育
保
健
課
主
任
）
後
藤
光
代

▽
消
防
本
部
総
務
課
主
任
（
消
防

署
南
分
署
主
任
）
篠
倉
由
幸
▽
消

防
署
救
急
指
導
課
救
急
第
二
係
主

任
（
消
防
署
北
分
署
）
神
田
富
弘

▽
消
防
署
北
分
署
警
防
第
二
係
主

任
（
消
防
署
警
防
課
主
任
）
河
合

省
吾
▽
九
会
幼
稚
園
教
諭
主
任

（
北
条
幼
稚
園
教
諭
）
千
石
和
加

子
▽
富
合
幼
稚
園
教
諭
主
任
（
富

田
幼
稚
園
教
諭
主
任
）
中
倉
　
恵

▽
日
吉
幼
稚
園
教
諭
主
任
（
富
合

幼
稚
園
教
諭
主
任
）
河
原
る
み
▽

教
育
委
員
会
中
央
公
民
館
主
任

（
教
育
委
員
会
図
書
館
主
任
）
高

井
し
げ
み
▽
教
育
委
員
会
善
防
公

民
館
主
任
（
教
育
委
員
会
中
央
公

民
館
主
任
）
片
山
ま
ゆ
み
▽
教
育

委
員
会
図
書
館
主
任
（
財
務
管
理

部
税
務
課
主
任
）
民
輪
寛
美
▽
病

院
事
務
局
管
理
課
主
任
（
市
民
福

祉
部
市
民
課
主
任
）
菅
野
広
美

【
主
事
・
主
事
補
級
】
…
31
名

▽
企
画
財
政
部
税
務
課
（
市
民
福

祉
部
社
会
福
祉
課
）
小
林
由
佳
▽

企
画
財
政
部
税
務
課
（
教
育
委
員

会
図
書
館
）
森
本
智
子
▽
総
務
部

秘
書
広
報
課
（
財
務
管
理
部
税
務

課
）
松
田
ち
あ
き
▽
総
務
部
秘
書

広
報
課
（
財
務
管
理
部
税
務
課
）

田
中
雅
也
▽
総
務
部
総
務
課
（
財

務
管
理
部
税
務
課
）
上
月
善
彦
▽

総
務
部
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
民
福

祉
部
社
会
福
祉
課
）
村
岡
安
岐
子

▽
総
務
部
ま
ち
づ
く
り
課
（
企
画

総
務
部
情
報
推
進
室
）
奥
本
茂
応

▽
市
民
福
祉
部
市
民
課
（
市
民
福

祉
部
健
康
長
寿
課
）
藤
井
智
子
▽

市
民
福
祉
部
保
険
課
（
企
画
総
務

部
秘
書
広
報
課
）
井
上
富
美
子
▽

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課
（
市
民

福
祉
部
保
険
課
）
石
橋
理
加
▽
市

民
福
祉
部
健
康
長
寿
課
（
財
務
管

理
部
税
務
課
）
森
口
泰
吉
▽
田
原

保
育
園
保
育
士
（
日
吉
保
育
園
保

育
士
）
宇
仁
あ
い
▽
日
吉
保
育
園

保
育
士
（
田
原
保
育
園
保
育
士
）

志
方
佐
代
子
▽
泉
第
三
保
育
所
保

育
士
（
九
会
保
育
園
保
育
士
）
北

本
祐
子
▽
賀
茂
幼
児
園
賀
茂
保
育

所
保
育
士
（
賀
茂
幼
児
園
賀
茂
幼

稚
園
教
諭
）
廣
田
千
夏
▽
建
設
経

済
部
管
理
・
用
地
課
（
教
育
委
員

会
教
育
総
務
課
）
奥
本
浩
之
▽
兵

庫
県
社
土
木
事
務
所
へ
派
遣
（
建

設
経
済
部
地
域
整
備
課
付
）（
兵

庫
県
社
土
木
事
務
所
へ
派
遣
（
都

市
整
備
部
土
木
課
付
））
稲
木
崇

浩
▽
生
活
環
境
部
業
務
課
（
議
会

事
務
局
）
阿
部
裕
彦
▽
議
会
事
務

局
（
企
画
総
務
部
情
報
推
進
室
）

村
岡
智
之
▽
消
防
本
部
総
務
課

（
消
防
署
警
防
課
）
堀
尾
雅
彦
▽

消
防
署
警
防
課（
消
防
署
南
分
署
）

小
林
寿
明
▽
消
防
署
警
防
課
（
消

防
本
部
総
務
課
）
梅
野
有
史
▽
消

防
署
警
防
課
（
消
防
署
北
分
署
）

中
野
貴
也
▽
消
防
署
警
防
課
（
消

防
署
南
分
署
）
梶
原
大
介
▽
消
防

署
南
分
署
（
消
防
本
部
総
務
課
）

大
谷
　
積
▽
消
防
署
南
分
署
（
消

防
署
警
防
課
）
金
澤
良
仁
▽
消
防

署
南
分
署
（
消
防
署
警
防
課
）
大

西
律
雄
▽
消
防
署
北
分
署
（
消
防

署
警
防
課
）
藤
原
康
富
▽
教
育
委

員
会
教
育
総
務
課
（
企
画
総
務
部

総
務
課
）
藤
川
明
子
▽
賀
茂
幼
児

園
賀
茂
幼
稚
園
教
諭
（
賀
茂
幼
児

園
賀
茂
保
育
所
保
育
士
）
前
田
裕

美
▽
病
院
事
務
局
管
理
課
（
財
務

管
理
部
税
務
課
）
高
橋
広
樹

（
技
能
労
務
職
）
…
18
名

【
6
級
】

▽
建
設
経
済
部
地
域
整
備
課
統
括

作
業
長
（
環
境
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
副
所
長
心
得
（
処
理
担
当
））

増
田
正
晴

【
5
級
】

▽
賀
茂
幼
児
園
賀
茂
保
育
所
調
理

員
（
別
府
保
育
園
調
理
員
）
高
見

あ
や
み
▽
生
活
環
境
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
処
理
作
業
長
（
都
市
整

備
部
土
木
課
作
業
長
）
古
角
和
則

▽
九
会
小
学
校
校
務
員
（
善
防
中

学
校
校
務
員
）
大
崎
寿
美

【
4
級
】

▽
総
務
部
ま
ち
づ
く
り
課
（
都
市

整
備
部
（
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

担
当
））
柴
田
正
二
▽
田
原
保
育

園
調
理
員
（
賀
茂
幼
児
園
賀
茂
保

育
所
調
理
員
）
塚
原
則
子
▽
別
府

保
育
園
調
理
員
（
北
条
南
保
育
所

調
理
員
）
田
中
千
津
子
▽
北
条
南

保
育
所
調
理
員
（
北
条
西
保
育
所

調
理
員
）
河
合
則
子
▽
北
条
西
保

育
所
調
理
員
（
田
原
保
育
園
調
理

員
）
中
村
文
子
▽
生
活
環
境
部
衛

生
セ
ン
タ
ー
処
理
班
長
（
都
市
整

備
部
土
木
課
作
業
班
長
（
自
動
車

運
転
員
））
小
谷
　
裕
▽
善
防
中

学
校
校
務
員
（
九
会
小
学
校
校
務

員
）
頃
安
直
美
▽
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
主
任
調
理
師
（
病
院
事
務
局

栄
養
課
主
任
調
理
師
）
国
田
緋
沙

子
▽
病
院
中
央
放
射
線
科
補
助
員

（
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

補
助
員
）
山
本
久
美
子
▽
病
院
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
補
助
員

（
病
院
中
央
放
射
線
科
補
助
員
）

三
船
輝
美
▽
病
院
事
務
局
栄
養
課

主
任
調
理
師
（
病
院
事
務
局
栄
養

課
調
理
師
）
荒
木
省
吾
▽
病
院
事

務
局
栄
養
課
調
理
師
（
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
師
）
玉
木
智
鶴
子

【
3
級
】

▽
建
設
経
済
部
地
域
整
備
課
（
自
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動
車
運
転
員
）（
上
下
水
道
部
衛

生
セ
ン
タ
ー
（
機
械
操
作
員
兼
自

動
車
運
転
員
））
森
　
弘
一
▽
生

活
環
境
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
自
動
車
運
転
員
）（
上
下
水
道
部

衛
生
セ
ン
タ
ー
（
自
動
車
運
転

員
））
堂
本
幸
良

（
医
療
職
一
）
…
４
名

▽
病
院
副
院
長
兼
外
科
部
長
（
病

院
外
科
部
長
）
河
村
　
貴
▽
病
院

診
療
部
長
兼
内
科
部
長
（
病
院
診

療
部
長
兼
総
合
診
療
内
科
部
長
）

山
谷
利
幸
▽
病
院
整
形
外
科
部
長

兼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長

（
病
院
整
形
外
科
部
長
）
山
田
昌

弘
▽
病
院
精
神
科
部
長
兼
地
域
医

療
室
長
（
病
院
精
神
科
部
長
）
水

谷
雅
信

（
医
療
職
二
）
…
４
名

▽
病
院
医
療
技
術
部
中
央
放
射
線

科
長
（
病
院
医
療
技
術
部
中
央
放

射
線
科
副
科
長
）
立
岩
文
吾
▽
病

院
事
務
局
栄
養
課
長
兼
栄
養
係
長

（
病
院
事
務
局
栄
養
課
栄
養
係
長
）

川
嶋
磨
須
美
▽
病
院
薬
剤
部
主
任

薬
剤
師
（
病
院
薬
剤
部
薬
剤
師
）

宮
宅
典
子
▽
病
院
医
療
技
術
部
中

央
放
射
線
科
主
任
技
師
（
病
院
医

療
技
術
部
中
央
放
射
線
科
技
師
）

綿
井
義
和

（
医
療
職
三
）
…
５
名

▽
病
院
看
護
部
副
部
長
兼
看
護
課

長
（
病
院
看
護
部
看
護
課
長
）
志

方
邦
子
▽
病
院
看
護
部
看
護
課
長

（
病
院
看
護
部
主
任
看
護
師
）
織

辺
智
香
子
▽
病
院
看
護
部
主
任
看

護
師
（
病
院
看
護
部
看
護
師
）
湯

浅
か
お
る
▽
病
院
看
護
部
主
任
看

護
師
（
病
院
看
護
部
看
護
師
）
是

常
恵
美
▽
病
院
看
護
部
主
任
看
護

師
（
病
院
看
護
部
看
護
師
）
山
中

恵【
新
規
採
用
者
】
…
24
名

（
行
政
職
）

▽
企
画
財
政
部
税
務
課
　
浦
川
翔

平
▽
企
画
財
政
部
税
務
課
　
小
林

真
輔
▽
企
画
財
政
部
税
務
課
　
田

中
忠
彦
▽
市
民
福
祉
部
保
険
課

川
崎
美
喜
子
▽
市
民
福
祉
部
健
康

長
寿
課
（
管
理
栄
養
士
）
前
田
真

里
▽
泉
第
一
保
育
所
保
育
士
　
井

上
智
耶
子
▽
建
設
経
済
部
農
政
課

大
道
行
雄
▽
消
防
本
部
総
務
課
付

岡
井
俊
介
▽
消
防
本
部
総
務
課
付

難
波
宏
之
▽
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
　
菅
生
綾
子

（
医
療
職
一
）

▽
病
院
診
療
部
精
神
科
医
員
　
玉

岡
　
徹

（
医
療
職
三
）

▽
病
院
看
護
部
看
護
師
　
衣
笠
真

理
子
▽
病
院
看
護
部
看
護
師
　
木

村
衣
里
▽
病
院
看
護
部
看
護
師

木
村
吏
秀
▽
病
院
看
護
部
看
護
師

黒
川
み
つ
み
▽
病
院
看
護
部
看
護

師
　
小
屋
美
幸
▽
病
院
看
護
部
看

護
師
　
高
井
香
奈
▽
病
院
看
護
部

看
護
師
　
寺
口
麻
衣
子
▽
病
院
看

護
部
看
護
師
　
藤
後
栄
一
▽
病
院

看
護
部
看
護
師
　
中
村
千
絵
▽
病

院
看
護
部
看
護
師
　
萩
原
真
也
▽

病
院
看
護
部
看
護
師
　
藤
島
由
佳

▽
病
院
看
護
部
看
護
師
　
振
角
恵

子
▽
病
院
看
護
部
看
護
師
　
森
井

貴
子

【
平
成
17
年
3
月
31
日
付
退
職
】

…
41
名

（
行
政
職
）

▽
吉
田
　
甫
（
企
画
総
務
部
長
兼

有
線
放
送
事
業
所
長
）
▽
安
富
智

彦
（
財
務
管
理
部
長
）
▽
本
玉
真

規
（
都
市
整
備
部
長
）
▽
深
田
敏

春
（
上
下
水
道
部
長
）
▽
山
田
義

幸
（
消
防
長
）
▽
高
見
登
志
男

（
病
院
事
務
局
長
兼
栄
養
課
長
）

▽
多
田
俊
成
（
環
境
部
次
長
）
▽

篠
倉
和
昭
（
市
民
福
祉
部
参
事
兼

市
民
課
長
）
▽
今
城
　
進
（
消
防

本
部
総
務
課
長
）
▽
原
田
　
保

（
消
防
署
警
防
課
長
）
▽
松
本

茂
（
消
防
署
救
急
指
導
課
長
）
▽

松
本
　
朗
（
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
長
兼
主
任
指
導
主
事
）
▽
前

田
知
十
司
（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
長
兼
主
任
指
導
主
事
）
▽
谷

川
利
昭
（
地
域
振
興
部
商
工
観
光

課
主
幹
（
企
業
誘
致
・
商
工
振
興

担
当
）
▽
藤
本
典
子
（
市
民
福
祉

部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼
管
理
係

長
）
▽
友
重
弘
子
（
賀
茂
幼
児
園

賀
茂
保
育
所
長
）
▽
井
上
留
美

（
会
計
課
長
補
佐
（
出
納
担
当
））

▽
広
瀬
純
子
（
市
民
福
祉
部
健
康

長
寿
課
長
寿
係
長
）
▽
甘
中
清
美

（
市
民
福
祉
部
人
権
推
進
課
人
権

対
策
係
長
）
▽
常
峰
弘
己
（
都
市

整
備
部
管
理
・
用
地
課
住
宅
係

長
）
▽
栗
山
三
枝
子
（
病
院
事
務

局
管
理
課
管
理
係
長
）
▽
小
谷
よ

し
子
（
教
育
委
員
会
善
防
公
民
館

主
査
）

（
技
能
労
務
職
）

▽
小
谷
善
通
（
都
市
整
備
部
土
木

課
統
括
作
業
長
）

（
医
療
職
一
）

▽
矢
野
　
悟
（
病
院
副
院
長
）

▽
田
尻
英
一
（
病
院
内
科
部
長
兼

地
域
医
療
室
長
）

（
医
療
職
二
）

▽
本
田
政
裕
（
病
院
医
療
技
術
部

中
央
放
射
線
科
長
）
▽
岡
本
　
博

（
病
院
医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
科
長
）
▽
内
藤
い
さ
こ

（
病
院
医
療
技
術
部
中
央
検
査
科

臨
床
検
査
技
師
）
▽
内
橋
津
多
子

（
病
院
医
療
技
術
部
中
央
検
査
科

臨
床
検
査
技
師
）

（
医
療
職
三
）

▽
工
古
田
久
代
（
病
院
看
護
部
看

護
課
長
）
▽
山
口
信
子
（
病
院
看

護
部
主
任
看
護
師
）
▽
伊
藤
和
子

（
病
院
看
護
部
主
任
看
護
師
）
▽

豊
田
み
ず
枝
（
病
院
看
護
部
看
護

師
）
▽
宇
都
久
子
（
病
院
看
護
部

看
護
師
）
▽
大
山
美
由
紀
（
病
院

看
護
部
看
護
師
）
▽
石
　
佐
織

（
病
院
看
護
部
看
護
師
）
▽
安
田

加
奈
子
（
病
院
看
護
部
看
護
師
）

▽
吉
田
裕
子
（
病
院
看
護
部
看
護

師
）
▽
谷
垣
真
紀
（
病
院
看
護
部

看
護
師
）
▽
田
上
　
茜
（
病
院
看

護
部
看
護
師
）
▽
松
岡
恭
子
（
病

院
看
護
部
准
看
護
師
）

蛻4月1日貊柏原市長に宣誓する浦川翔平さん
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4月1日より財政再建のさらなる推進と行政の効率化を図るため、組織機構を見直
し、組織のスリム化を行いました。また、組織機構の見直しにより、市庁舎内の部・
課の配置が変わりました。

地域振興部と都市整備部を統合して

（市道の改良・補修、ため池・農道等の土地改良事業等）

建設経済部に蛔
環境部と上下水道部を統合して 生活環境部に蛔
企画総務部と財務管理部を改編して 企画財政部と総務部に蛔

機構改革により部・課が変わりました

☆機構改革の主な変更点

アスティア加西内地域交流センターで実施していました消費生活相談については、市庁舎１階の市民相談窓口
で一緒に行うことになりました。

部　の　変　更

課名と主な仕事内容（変更分）

課 の 配 置 の 変 更

消費生活相談窓口の変更

建設経済部 地域整備課

（農業共済、農林業振興、地籍調査等）農　政　課

（交通安全、畜犬登録、防犯灯、消費者行政、自治会、花づくり等）総　務　部 まちづくり課

（ごみ、斎場、公園墓地、環境保全等）生活環境部 環　境　課

5階南側

4階南側

4階北側

3階北側

2階北側
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ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
昨
年
の
集
中
豪
雨
の
際
に
急
な
増

水
で
動
け
な
く
な
り
、
立
ち
往
生
し
た
バ
ス
の
乗
客
が
車
内
か
ら
脱
出
し
、

天
井
の
上
で
全
員
が
体
を
寄
せ
合
い
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
励
ま
し

合
い
な
が
ら
一
夜
を
明
か
し
、
翌
朝
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
に
よ
り
全
員
が

無
事
救
出
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
憶
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
際
、
押
し
寄
せ
て
く
る
睡
魔
と
恐
怖
を
は
ね
除
け
る
た
め
に
、
一
人

が
み
ん
な
で
う
た
を
歌
お
う
と
言
い
出
し
、
九
ち
ゃ
ん
の
﹁
上
を
向
い
て
歩

こ
う
﹂
な
ど
、
み
ん
な
の
よ
く
知
っ
て
い
る
昔
な
つ
か
し
い
愛
唱
歌
を
大
き

な
声
を
出
し
て
歌
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
感
動
し
ま
し
た
。
一
歩
足
を
す

べ
ら
せ
れ
ば
死
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
変
な
状
況
の
中
で
、
一
人

の
機
転
の
効
く
リ
ー
ダ
ー
が
、
み
ん
な
の
心
を
歌
に
よ
っ
て
一
つ
に
し
、
全

員
の
命
を
救
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
今
更
な
が
ら
、
歌
の
力
、
音
楽

の
力
の
偉
大
さ
を
改
め
て
再
認
識
し
た
次
第
で
す
。
う
た
を
歌
え
ば
心
が
軽

く
、
明
る
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
歌
え
ば
心
が
一
つ
に

な
り
足
並
み
が
そ
ろ
い
ま
す
。
歌
声
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
希
望
が
わ
き
、
夢

が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

昔
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
、
み
ん
な
で
一
緒
に
歌
っ
た
懐
か

し
い
想
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
昨
年
の
加
西
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
総
会
で
、
日
本
の
唱
歌
を
歌
っ
て
会
が
始
ま
る
と
会
場
内
が
思
わ

ず
な
ご
み
、
そ
の
後
の
進
行
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
、
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
先
日
の
小
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
学
校
生
活
の
大
き
な
想
い

出
の
一
つ
に
市
民
会
館
で
の
音
楽
会
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
も
印
象
的
で
し

た
。
加
西
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、
ま
た
高
齢
者
の
つ
ど
い
で
み
ん

な
が
一
緒
に
心
を
一
つ
に
し
て
歌
う
楽
し
み
を
実
感
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

希
望
と
夢
を
見
出
し
ま
す
。

No. 11

蘆
写
真
…
プ
ル
マ
ン
市
親
善
訪
問
団
の
送
別
会
で

引
率
者
と
交
流
す
る
柏
原
市
長

加
西
市
長

心
を
一
つ
に
す
る

歌
の
力

加西商工会議所では、加西市商店連合会及び北条町
商店街連合会と協力し、今年7月に市内共通商品券を発
売します。消費者の皆さんにとって魅力あるサービスを
提供しようと、5％のプレミアムが付いた商品券で、市内
各店でご利用いただける予定です。
そこで、皆さんに愛され商品券となるよう「デザイン」

の人気投票を実施します。
1. 応募方法
デザインの中から1つを選んで、住所・氏名・年齢・性

別・電話番号を明記の上、郵送またはFAX、Eメールで
ご応募ください。（おひとり1回のみの応募とさせていただきます）
当選者については、加西商工会議所より住所及び氏

名の発表をさせていただきます。
2. 応募資格／市内に在住の方
3. 応募期間／4月15日貊～5月6日貊＜必着＞
4. 表　　彰
蘆デザイン大賞
「ねひめ共通商品券」 3千円分 10名様

蘆得・トクカード 大福帳賞
「デジタルカメラ」 1名様

蘆加西市商店連合会賞
「ねひめ共通商品券」 1万円分 1名様

5. デザイン案

◆申込・問合先／〒675-2304 北条町栗田11-15
加西商工会議所内加西TMO活性化委員会事務局
「ねひめ共通商品券デザイン人気投票」係

（蕁瀚0416・蕭潴1123）E-mail：info@kasaicci.or.jp
※カラー見本については、加西商工会議所及びアスティア
かさいに展示しておりますのでご確認してください。

Ａ
案

Ｂ
案

Ｃ
案
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和
裁
や
寝
具
、
畳
製
作
、

家
具
、
表
具
な
ど
全
国
の
一

級
技
能
士
の
職
人
が
30
部
門
で
、

そ
の
技
能
の
日
本
一
を
競
い
合
う

大
会「
第
23
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
」

畳
製
作
部
門
で
、
北
条
町
西
高
室

の
高
橋
克
仁
さ
ん
（
42
歳
）
が
初

出
場
で
敢
闘
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
は
、
中
央
職
業
能
力
開

発
協
会
と
譖
全
国
技
能
士
会
連
合

会
主
催
で
、
３
月
11
日
貊
か
ら
３

月
14
日
豺
ま
で
千
葉
県
の
幕
張
メ

ッ
セ
な
ど
６
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。高

橋
さ
ん
は
、
神
戸
の
技
能
士

会
の
役
員
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、

２
月
頃
か
ら
仕
事
が
終
了
後
、
本

格
的
に
練
習
を
開
始
し
、
本
番
に

備
え
ま
し
た
。一
生
懸
命
練
習
し
、

競
技
に
は
自
信
を
持
っ
て
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
畳
製
作
に

は
、
「
関
東
式
」
と
「
関
西
式
」

が
あ
り
、
か
ま
ち
や
返
し
縫
い
な

ど
糸
の
縫
い
方
や
ヘ
リ
付
け
作
業

な
ど
、
本
番
の
審
査
基
準
は
関
東

式
で
実
施
さ
れ
る
た
め
、
高
橋
さ

ん
の
京
都
を
中
心
と
し
た
関
西
式

は
不
利
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

３
月
12
日
貍
に
行
わ
れ
た
競
技

で
は
、
日
常
使
い
慣
れ
た
工
具
を

持
ち
込
み
課
題
に
挑
み
ま
し
た
。

ヘ
リ
付
き
板
入
れ

畳
の
製
作
及
び
敷

き
込
み
作
業
、
床

の
間ご

畳ざ

の
製
作
及

び
取
り
付
け
作
業

を
行
い
、
５
時
間

以
内
で
各
１
枚
の

畳
を
全
て
手
作
業

で
仕
上
げ
ま
す
。

高
橋
さ
ん
の
出
場

し
た
畳
製
作
部
門

に
は
、
青
森
か
ら

鹿
児
島
ま
で
全
国

の
畳
職
人
23
人
が

参
加
し
、
20
人
が
制
限

時
間
内
に
完
成
し
た
そ

う
で
す
。
高
橋
さ
ん
は

４
時
間
45
分
で
完
成
さ

れ
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
家
業
を

引
き
継
い
で
３
代
目
。

普
段
の
畳
製
作
は
、
機

械
化
さ
れ
手
作
業
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

が
、
畳
製
作
は
日
本
古

来
か
ら
ず
っ
と
伝
承
し
て
き
た
技

術
が
必
要
で
、
い
く
ら
機
械
化
さ

れ
て
も
、
最
後
は
熟
練
し
た
技
術

が
必
要
だ
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
技

術
を
後
世
に
伝
承
し
た
い
そ
ん
な

気
持
ち
で
高
校
卒
業
後
、
京
都
の

嵯
峨
に
あ
る
畳
店
で
修
行
さ
れ
ま

し
た
。
最
初
は
「
か
ら
く
り
」
と

日
本
古
来
の
畳
文
化
を
伝
承

第
23
回
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ

「
畳
製
作
」
で
敢
闘
賞
を
受
賞

Active Kasai★★★★★★★★★★★★★★★★★

い
う
畳
表
を
止
め
る
作
業
を
来
る

日
も
来
る
日
も
繰
り
返
し
、
匠
の

技
を
習
得
さ
れ
ま
し
た
。「
今
振

り
返
っ
て
み
る
と
４
年
間
の
修
行

は
本
当
に
厳
し
か
っ
た
。
し
か
し

そ
の
畳
店
は
、
茶
道
の
裏
千
家
や

寺
院
、
仏
閣
な
ど
に
出
入
り
す
る

老
舗
畳
店
で
あ
り
、
そ
こ
で
修
行

し
、
学
ん
だ
こ
と
で
今
の
技
能
を

習
得
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、「
畳
の
魅
力
は
夏
涼
し

く
、
冬
は
暖
か
い
。
そ
し
て
日
本

人
が
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
げ
る
ス

ペ
ー
ス
を
演
出
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
皆
さ
ん
は
畳
と
い
う
と

全
て
が
同
じ
と
思
っ
て
お
ら
れ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
一
枚
一
枚

全
て
違
う
の
で
す
。
部

屋
の
間
取
り
に
よ
っ
て

寸
法
や
高
さ
が
違
い
ま

す
。
納
品
の
際
、
サ
イ

ズ
が
ぴ
っ
た
り
と
合
っ

た
時
は
、
何
度
経
験
し

て
も
う
れ
し
い
も
の
で

す
。
日
頃
か
ら
技
術
を

鍛
錬
し
て
２
年
後
の
大

会
で
優
勝
を
め
ざ
し
ま

す
。
出
場
で
き
れ
ば
で

す
が
…
。」
と
高
橋
さ

ん
。

蛻敢闘賞を受賞された、高橋克仁さん

北
条
町
西
高
室
　
高
　
橋
　
克
　
仁
さ
ん
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「
い
つ
も
と
同
じ
よ
う
に
水
道

を
使
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
も
最

近
水
道
料
金
が
高
い
」
そ
ん
な
と

き
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
調
べ
ま

し
ょ
う
。

蘆
家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
る

蘆
水
道
メ
ー
タ
を
開
け
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
マ
ー
ク
を
見
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ

ー
ク
が
少
し
で

も
回
っ
て
い
た

ら
漏
水
の
疑
い

が
あ
り
ま
す
。

☆
漏
水
に
ご
注
意
を

お
早
め
に
指
定
給
水
装
置
工
事

業
者
に
連
絡
し
、
修
理
し
て
く
だ

さ
い
。

最
近
、
市
内
で
訪
問
や
電
話
な

ど
で
「
水
道
管
は
洗
浄
し
な
い
と

管
が
詰
ま
る
」「
水
質
が
悪
く
な

る
」「
市
か
ら
依
頼
さ
れ
た
」「
地

域
一
斉
洗
浄
」
「
点
検
は
タ
ダ
」

「
や
っ
て
い

な
い
の
は
お

宅
だ
け
」
な

ど
と
言
っ
て

水
道
管
の
洗

浄
作
業
を
強

要
し
、
料
金

を
請
求
し
よ
う
と
す
る
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

上
水
道
課
で
は
、
家
庭
の
水
道

管
洗
浄
の
義
務
付
け
や
奨
励
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
不
要
な
ら
ば
「
き

っ
ぱ
り
」
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
先

上
水
道
課
（
蕁
瀚
８
７
９
６
）

業

務

課
（
蕁
瀚
８
７
９
５
）

☆
家
庭
の
「
水
道
管
の

洗
浄
」
は
特
に
必
要

あ
り
ま
せ
ん

私
た
ち
の
健
康
で
豊
か
な
生
活

を
支
え
、
快
適
な
生
活
環
境
と
美

し
い
清
流
や
豊
か
な
自
然
を
守
る

た
め
、
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落

排
水
な
ど
の
下
水
道
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

四
月
か
ら
新
た
に
公
共
下
水
道

が
使
え
る
区
域
は
、
中
野
町
、
田

原
町
、
栄
町
、
桑
原
田
町
、
繁
陽

町
、
繁
昌
町
、
鶉
野
南
町
、
玉
野

町
、
玉
丘
町
の
各
一
部
で
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
で
は
、

三
年
以
内
に
、
汲
み
取
り
便
所
は

水
洗
ト
イ
レ
に
、
ま
た
、
台
所
・

風
呂
・
洗
濯
な
ど
か
ら
出
る
排
水

は
、下
水
道
に
流
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
も
、
下
水
道
へ
の

切
替
え
を
速
や
か
に
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

宅
内
の
水
洗
化
工
事
（
排
水
設

備
工
事
）
に
つ
い
て
は
、
加
西
市

排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
工
事
を

☆
下
水
道
の
使
え
る
区

域
で
は
一
日
も
早
く

水
洗
化
を
!

地
域
ぐ
る
み
で

快
適
な
生
活
環
境

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

業
務
課

（
蕁
瀚
８
７
９
５
）

〈
上
水
道
〉

転
居
・
転
出
・
転
入
さ
れ
た
方

は
届
出
が
必
要
で
す
。

蘆
ア
パ
ー
ト
等
の
引
っ
越
し
な
ど

で
使
用
者
が
変
わ
る
と
き
。

（
使
用
者
変
更
届
）

こ
ん
な
時
は

届
け
出
が
必
要

生
活
環
境
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

上
水
道
課
か
ら

蘆
水
道
の
使
用
を
廃
止
す
る
と

き
。（
廃
止
届
）

〈
下
水
道
〉

下
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
家

庭
で
「
水
道
水
と
井
戸
水
等
と
の

併
用
家
庭
」
で
家
族
数
に
変
更
が

あ
る
場
合
。（
汚
水
排
除
量
認
定

基
準
異
動
届
）

※
い
ず
れ
も
届
出
用
認
印
が
必
要

で
す
。

◆
問
合
先

業
務
課

（
蕁
瀚
８
７
９
５
）

平成17年度より水質検査計画と結果を公表
水質検査は、水道水が国の定めた水質基準に適合し、安

全・安心であることを補償するために不可欠なものです。加
西市では、利用者の皆さんに、水道水を安心してご使用いた
だけるよう、平成17年度より水質検査計画と結果を加西市
のホームページで、公表することになりました。

http://www.city.kasai.hyogo.jp/gyosei/suido/josui/index.html

市 川 町 水 系 蛔 国正町公民館
県水寺山水系 蛔 坂本町公会堂
県水明神山水系 蛔 南網引町公会堂
姫 路 市 水 系 蛔 大柳ポンプ室

蜷毎月検査蛔 9項目
（一般細菌、大腸菌、味、色度、濁度等）

蜷年4回検査蛔18項目
（シアン、硝酸態窒素、クロロ酢酸、総トリハロメタン等）

蜷年1回検査蛔50項目
（水質基準項目に定められている全項目）

検
査
場
所

※検査場所について
は、各水系の管末
部を選定していま
す。
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市道繁昌谷郷線が
3月28日豺全線開通!

市道繁昌谷郷線は、国道372号線から加西東
産業団地、加西工業団地を通り、中国道加西IC
や北条市街地の公共施設へ通じる幹線道路とし
て、平成6年から計画。平成13年に1部の720
ｍを供用開始し、その後も2期工事を進め、3月
28日豺念願の全線開通となりました。同線は、
総延長1.371袰で、車道両側に歩道を有する幅
員16ｍの2車線道路です。
今回開通した地域は、加西東産業団地を中

心に国道372号沿いに集中する物流拠点として
発展しており、今後も集落間道路としてだけで
なく、東の玄関口の道路として加西東産業団地
の早期分譲に寄与することが期待されています。

花の美術大賞展
3月19日貍～27日豸

アスティアかさい地域交流センターに
て、第15回花の美術大賞展を開催しまし
た。「写真と絵画のビエンナーレ展」とし
て写真が公募され、北は北海道、南は沖縄
の全国各地から届けられた1,530点もの作
品の中から、審査の結果選ばれた入賞・入
選作品144点が展示されました。
また、フラワー

センターでも過去
の上位入賞作品
24点が展示され、
たくさんの鑑賞者
で賑わいました。

五百羅漢の
お雛さんの気持ちは…

五百羅漢にお雛さんがならんでいますヨ。
石仏を窓越しに眺める気持ちを雛たちに尋
ねられませんか。
その数は年々増えているようです。

「お参りに来られた方に喜んでもらえる
ような手作りのお雛さんがありましたら持
ってきてください。来年の3月も参拝者に
公開していきたい。」と羅漢寺の住職さん。
★問合先／羅漢寺（蕁潴0580）

大気中の炭酸ガ
ス、亜硫酸ガス、
二酸化窒素をほか
の樹木よりも大量
に吸収し地球温暖
化対策に効果の高
いヒマラヤザクラ
が小林茂美さん

（北条町西南出身　福山市在住）より寄贈され、
市内の小学校・中学校、丸山総合公園に植樹され
ました。

小林茂美さんが自然環境に
やさしい樹木「ヒマラヤザクラ」を寄贈

地域の里山をかつてのように人々が憩い賑わう場所に戻す、「里山林再生事業」の認定を
受け、石部神社（上野町）と庚申山（殿原町）で整備が行われました。20年ほど前から
人々が山に入らなくなったため次第に荒れ果て、枯れ木、倒木、雑木雑草のために山に入
ることができなくなっていましたが、5年程前から在田地区区長会で声が上がり、県と兵庫み
どり公社の協力を得て「里山林再生事業」として認定されました。今回、石部神社と庚申山
の入口には総合案内板が設置され、また山頂には東屋が作られ、ベンチも置いてあります。
石部神社は、その社頭石段上り口にそびえる2本の門杉が市天然記念物に指定されており、

神社裏の三津山の山頂にある皇塚は市文化財に指定されています。一方、庚申山の中腹に
生える銀杏は、県で最初に「お葉付き銀杏」として天然記念物に指定されています。
今後、地元住民を対象とした、里山ふれあいウォークなどを開催し、里山を見直していく

予定です。

石部神社と庚申山（こうしんやま）で里山再生事業
里山が復活し「石部・庚申の杜」と命名

蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品蛻花の美術大賞作品
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人権推進委員の4名に
感謝状が贈呈

人権擁護委員として人権相談や啓発活動に
尽力され、このたび長年の職務を退任された
三船明義さん（鎮岩町）、上坂みさ子さん
（若井町）、岡猛さん（畑町）、辻勝文さん
（大村町）に対し、柏原市長よりその功績に
報い感謝状が贈呈されました。
また、行政相談委員として長年住民と行政
の掛け橋として従事され退任された内藤稔さ

ん（北条町栗田）、大久保多
代さん（段下町）に対しても、
その功績を称え感謝状が贈呈
されました。

幼稚園で護身術研修
～みんなで子どもたちを守ろう～
大阪の池田小学校事件以来、全国的に学
校園での不審者対応策が報道されていま
す。加西市では、地元住民のご協力をいた
だき、子どもたちを不審者から守る活動
（ワッショイスクール）を展開、またお年
寄りの散歩・お帰り運動等についても、子
どもたちの登下校時に実施してもらうなど
の対応策をしています。
3月28日豺北条東幼稚園で、加西警察署

並びに県警本部の講師の指導で、子どもを
安全に誘導し、自らも守る護身術の研修会
を開催し、幼稚園の教諭、助教諭など37
名が参加しました。

泉中学校生徒会 ベルマークを集め
第二サルビア荘へ車いす寄贈
3月11日貊泉中学校の生徒達がベルマークを

集め、第二サルビア荘へ車いす2台を寄贈しまし
た。生徒会で「ボランティア活動に取り組もう」
とベルマークの収集を全校生に呼びかけました。
各クラスに収集箱を置き、集計表を作成するな
どして、今まで以上にベルマークを集め、1年間
で16,296円分となりました。これまでの45,537
円と合わせて車いすを2台購入しました。
購入した車イスは、毎年「トライやる・ウィーク」

でお世話になっている第二サルビア荘に寄贈し
ました。入居者は「ありがとう。大切に使わせ
ていただきます。」と生徒たちに感謝を述べまし
た。

蘆3月18日貊…鶉野町の神戸大学農学部付属食資源教育研究センター敷地内で、果樹園耕耘中に米軍が落とした不発弾
を発見。爆弾は、米軍製の100LB（50キロ）爆弾で、長さ80袍、直径20袍、弾頭・弾底に信管を有していました。
蘆3月22日貂…柏原市長を本部長とする不発弾処理対策本部を市役所内に設置。対策本部は、加西警察署、陸上自衛隊、
北播磨県民局、周辺区長らで構成し、処理日まで警備員2名による24時間の監視体制、警察による重点巡回警備を実施す
ると同時に、鶉野中・鶉野南・東笠原町の区長さんを通じて、約1,100名の住民に処理には危険が伴うことを周知しました。
蘆3月28日豺…本部を鶉野中町の公民館に移し、爆弾処理現場から半径200ｍ以内を立ち入り禁止、市道鶉野門前線の一
部の交通規制を実施するなど厳戒体制を敷き、陸上自衛隊中部方面後方支援隊により撤去作業が行われました。作業開始
は午前8時35分、処理作業現場からの進行状況が常時専用回線電話を通じて連絡されるなか本部に駆けつけた関係者は
処理状況に耳を傾け、無事に信管処理が終了することを祈りました。午前9時45分　処理終了。柏原本部長が現場で爆弾
処理について安全確認を行い、午前10時05分　不発弾処理対策本部を解散しました。
関係者の皆さんのご協力により無事撤去する事ができました。ありがとうございました。

鶉野町で60年前に米軍が落とした不発弾を発見!
不発弾処理対策本部を設置し撤去処理する

JICA（国際協力機構）を通じ青年海外協
力隊として三枝大地さん（北条町北条）が、
2年間南米のチリに派遣され、現地のアウスト
ラル大学で保健体育教師としてバレーボール
を指導されます。
三枝さんは中学生からバレーボールを始め、

大学時代には日本一を経験。またアフリカで
協力活動を支援し、現地の人々とふれ合う中
でこの活動をやりたいと思われました。「すば
らしい機会なのでこれまでの経験を熱意をも
って伝えていきたい」と三枝さん。

三枝大地さん
青年海外協力隊としてチリ派遣

3月29日貂柏原市長を表敬訪問し、抱負を語る三枝さん

写真左から、岡さん、辻さん、三船さん

上坂さん



14２００５年４月号（No.４９１）

法
華
山
一
乗
寺
の
総
門
を
村
方
向
へ

東
に
下
っ
た
旧
参
道
端
に
、
常
夜
灯

じ
ょ
う
や
と
う

一

対
が
献
燈
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
材
は
、

長
石
を
用
い
、
1.8
袤
四
方
の
基き

壇だ
ん

を
設

け
て
、
そ
の
上
に
総
高
約
2.4
袤
の
常
夜

灯
を
設
置
す
る
丁
寧
な
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
南
側
の
常
夜
灯
の
竿
・
台
座

部
に
は
、
文
化
八
辛
未

か
の
と
ひ
つ
じ

年
（
１
８
１
１
）

に
坂
本
邨む

ら

中な
か

が
造
立
し
た
銘
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
北
側
の
常
夜
灯
に
は
、

年
号
を
刻
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
火
を
灯

す
「
火ひ

ぶ

袋く
ろ

」
と
呼
ぶ
箇
所
の
形
が
異
な

る
以
外
、
形
、
技
法
と
も
に
類
似
し
て

い
る
こ
と
か
ら
同
年
代
の
造
立
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
参
道
を
約
１
０
０
袤
下
る

と
、
小
さ
な
祠

ほ
こ
ら

が
新
池
の
端
に
南
面
し

て
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
祠
内
に
は
、

高
室
系
の
石
を
用
い
た
石
仏
・
石
碑
各

１
基
と
石
造
五
輪
塔
部
材
な
ど
が
あ

り
、
中
央
に
高
さ
約
1.7
袤
の
石
仏
が
祀

ら
れ
て
い
ま
す
。
舟
形
の
後こ

う

背は
い

を
整
え
、

錫
杖

し
ゃ
く
じ
ょ
う
を
も
っ
た
地
蔵
尊
を
浮
き
彫
り
に

し
、
刻
銘
か
ら
享
保
19
甲
寅

き
の
え
と
ら

年
（
１
７

３
４
）
７
月
に
造
立
さ
れ
た
こ
と
が
判

り
ま
す
。
地
元
の
古
老
に
よ
る
と
、
昭

和
初
期
頃
ま
で
は
先
の
常
夜
灯
あ
た

り
、
参
道
中
央
に
建
っ
て
い
た
も
の
を
現

在
の
場
所
へ
移
動
さ
せ
た
と
の
こ
と
で

す
。向

か
っ
て
右
横
に
は
、「
仁
王
般
若
経

に
お
う
は
ん
に
ゃ
き
ょ
う

」

と
正
面
に
刻
ん
だ
高
さ
約
80
袍
、
幅
約

26
袍
の
石
碑
が
あ
り
、
側
面
に
天て

ん

明め
い

７

丁
未

ひ
の
と
ひ
つ
じ
年
（
１
７
８
７
）
霜し

も

月つ
き

（
陰
暦
11

月
）
に
坂
本
の
人
た
ち
が
造
立
し
た
と

の
刻
銘
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
年
は
、
全
国
に
大
飢き

饉き
ん

が
起
こ

り
、
後
に
「
天
明
の
大
飢
饉
」
と
呼
ば

れ
る
大
変
な
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

144

最近、住所や氏名・年齢といった個人情報が出
回り、その情報を悪用した様々な事件や問題が多
発しています。
その代表的なものが「振り込め詐欺（恐喝）」

事件で、平成16年の認知件数は2万5,667件、被
害総額は約284億円だったそうです。
平成15年5月、個人情報保護関連5法が制定さ

れ、今年4月1日に全面施行されました。「過去6
ヶ月のうち、一瞬でも5千人を超える個人データを
事業に用いたことがある」個人情報取扱事業者が、
この法律に基づいて規制を受けます。この法律は、
個人情報の取扱いによる事故を未然に防止するた
め、個人情報を取り扱う際のルールを定めた、道
路交通法のような法律です。予防のための法律は
できました。しかし自衛も必要です。道路交通法
があっても事故や違反は無くなりませんから。
一番大切なことは、容易に個人情報を提供しな

いことです。会員カード申込みやアンケートなどで
安易に記入していませんか。契約条項などをよく
吟味して、目的外使用の禁止が明記されているか
などの確認をしておきましょう。
あなたの人権が侵害され被害に遭わないため

に、「自分のもの（個人情報）は自分で守る。」と
いう心構えと対応が必要です。

北
条
小
学
校
で

は
、
生
き
る
力
の

基
礎
と
な
る
「
確

か
な
学
力
」
を
身
に
付
け
た
子
ど

も
の
育
成
を
め
ざ
し
、
教
育
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
確
か
な
学
力
」
と
は
何
か
。

算
数
の
九
九
を
例
え
に
と
る
と
、

九
九
が
「
分
か
る
」

・「
で
き
る
」・
「
使

え
る
」
こ
と
で
す
。

「
分
か
る
」
と
は
、

か
け
算
の
意
味
が
分

か
る
こ
と
で
す
。

「
で
き
る
」
と
は
、

九
九
が
す
ら
す
ら
言

え
る
こ
と
で
す
。

「
使
え
る
」
と
は
、

九
九
を
使
っ
て
問
題

が
解
け
る
こ
と
で
す
。
単
に
九
九

が
言
え
て
も
、
か
け
算
の
意
味
を

知
ら
な
け
れ
ば
、
ど
こ
で
使
え
ば

よ
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
「
分
か
る
」
・

「
で
き
る
」
・
「
使
え
る
」

と
い
う
３
つ
の
力
は
、
ば

ら
ば
ら
で
は
生
き
て
働
く

力
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。

３
つ
の
力
が
、
ト
ー
タ

ル
＆
バ
ラ
ン
ス
で
「
分
か

っ
て
、
で
き
て
、
使
え
て
」
こ
そ
、

「
確
か
な
学
力
」
が
身
に
付
い
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

本
校
は
、
北
条
小
５
ヵ
年
プ
ラ

ン
と
題
し
、
算
数
科
を
基
軸
に
、

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
授
業
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
授
業

で
は
、
具
体
的
な
操
作
活
動
や
体

験
活
動
を
重
視
し
、

子
ど
も
た
ち
に
興
味

や
関
心
を
持
っ
て
主

体
的
に
授
業
に
参
加

で
き
る
よ
う
様
々
な

工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
今
、

学
力
と
基
本
的
な
生

活
習
慣
等
の
関
連
が

問
題
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
校
の
生
活
実

態
調
査
で
も
、
生
活
習
慣
の
確
立

や
学
力
と
の
間
に
相
関
関
係
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
本
校

で
は
、
こ
う
し
た
面
に
も
配
慮
し

な
が
ら
、
基
礎
学
力
の
向
上
に
全

校
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

な
お
、
本
校
の
研
究
は
、
加
西

市
教
育
委
員
会
の
指
定
を
受
け
て

お
り
、
今
秋
に
学
習
指
導
研
究
発

表
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

基
礎
学
力
の
向
上
に
取
り
組
む

加西市立北条小学校

個人情報を守る意識を持とう

石造文化財編

（坂本町）
坂本の石造文化財盧

石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑石仏・石碑

常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道常夜灯と旧参道



毎
年
５
月
12
日
は
「
看
護
の
日
」。
そ
し

て
今
年
は
５
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
が
「
看

護
週
間
」
で
す
。
21
世
紀
の
高
齢
社
会
を

支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
思
い
や
り
の
心
、

助
け
合
い
の
心
を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
分

か
ち
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
心

を
育
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
旧
厚
生
省
は

「
看
護
の
日
」
を
１
９
９
０
年
に
設
定
し
ま

し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
看
護
の
心
を
み
ん

な
の
心
に
!
」
で
す
。

加
西
病
院
に
お
い
て
も
平
成
４
年
よ
り
、

気
軽
に
看
護
の
心
に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
機

会
と
し
て
、
市
内
の
中
・
高
校
生
の
方
を
中

心
と
し
て
の
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
や
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。毎

年
「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
に
は
約
30

名
が
参
加
、「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
は

約
60
名
の
入
院
患
者
の
皆
様
が
参
加
さ
れ

ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
か
ら
は

″看
護
職
に
進
み
た
い
思
い
が

強
ま
っ
た
″
と
進
路
決
定
の
一
端
に
つ
な
が
っ

た
方
も
あ
り
、
そ
の
後
、
実
際
に
看
護
師

と
し
て
本
院
に
就
職
さ
れ
た
方
も
あ
り
、

心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
は
更
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
広
く

看
護
の
心
に
触
れ
て
い
た
だ
く
【
ナ
ー
ス
の

広
場
】
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
加
西
病

院
の
看
護
の
心
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
ふ

れ
あ
い
の
場
に
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
ナ
ー
ス
の
広
場
】

◆
日
　
時

５
月
14
日
貍

午
前
９
時
30
分

か
ら
正
午
ま
で
。（
受
付
午
前
９
時
よ
り
）

◆
場
　
所

正
面
玄
関
・
薬
局
前
ホ
ー
ル

◆
内
　
容

蘆
血
圧
測
定

蘆
体
脂
肪
測

蘆
な
ん
で
も
相
談
窓
口

蘆
看
護
師
へ
の
道
な
ど
進
路
説
明
窓
口

蘆
介
護
教
室
・
腹
臥
位
療
法

蘆
看
護
現
場
紹
介
の
ポ
ス
タ
ー
展
示

蘆
院
内
案
内

※「
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

４
月
22
日
貊
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
【
ナ
ー
ス
の
広
場
】
の
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
及
び
お
問
い
合
わ
せ
連
絡
先

加
西
病
院
　
看
護
部
　
岩
崎
妙
子

（
蕁
瀚
２
２
０
０
、
蕭
瀚
３
４
６
０
）

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

乳がんについて

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp 

い
ず
み
会
会
員
（
北
条
町
北
条
）

森
本
　
桂
子
さ
ん

女性に一番多いがんは何か知っていますか？答え
は「乳がん」です。毎年３万５千人以上の方が乳が
んにかかり（男性の乳がんもあります）約１万人の方
が亡くなられています。加西市でも毎年数名の方の
死亡が報告されています。乳がんは働き盛りの30代
から60代に多いのも特徴です。しかし早期発見・早
期治療ができるとほとんどが治るがんでもあります。
それでは、どうしたら乳がんに対処するこができる
かを一緒に考えていきましょう。
【まずは早期発見!】
①自己検診を毎月行いましょう!
自分で乳房を調べ（自己検診）
異変に早期に気づくことが大切
です。
☆方法は手指をそろえ乳房やわ
きの下全体を触って調べます。（入浴時に石けんを
つけて行うと調べやすいです。）
☆しこりや腫れ、分泌物等気になることがあればすぐ
に病院（乳腺外来や外科へ）を受診しましょう。
②乳がん検診を受けましょう!
加西市では今年度より厚生労働省の乳がん検診

の指針に基づき、40歳以上の女性に対して乳房のX
線検査である「マンモグラフィ検査」と従来の「視触
診」とを併用した乳がん検診を実施します。４月広報
と一緒に配布される「健診特集号」に詳細を掲載し
ていますのでご覧ください。
③乳がんを予防する生活を考えましょう!
【私たちにできる予防法】
乳がんが増加してきた原因の一つに食生活の欧

米化（脂肪やカロリーの多い食事）による「肥満」
があります。そこでバランスのよい食事と摂って、肥満
を防ぎましょう!
蘆野菜は目標１日300g以上。
蘆乳がん予防効果がある大豆製品もしっかり食べましょう
蘆アルコールは控えめに（１日１合以下）

（加西市歯科衛生士会）

歯周病は怖い!?

むし歯がなくても歯を失うことが
ありますが、毎日の歯みがきで予
防できます! 専門家による正しい歯
みがき指導を受け、規則正しい
生活とかかりつけ歯科医院での
定期検診で歯周病から歯を守りま
しょう!! まずは来月から始まる町ぐ
るみ健診を受けてみませんか？
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綏酒（大さじ１）、塩・こしょう（少々）
絽酢（大さじ１・1/2）、しょうゆ（大さじ１・1/2）、サラダ油
（大さじ３）、しょうが汁（少々）、塩・こしょう（少々）

笊鶏肉（300g）は一口大にそぎ切りにし、綏をまぶしておく。
笆菜の花（１束）は茹でる。
笳大根（１/３本）はおろしておく。
笘笊の鶏肉に片栗粉（適量）をつけ沸騰した湯の中で茹で、
ざるに上げて冷ましておく。
笙笘を梅肉（大さじ１）で和える。
笞ボウルに絽を入れドレッシングを作る。
笵皿に笆の菜の花、笙の鶏肉をのせ笳の大根おろしをたっ
ぷりのせ笞のドレッシングをかけて出来上がり。

〈作り方〉

〈材　料（4人分）〉

〈シェフから一言〉
春が旬の菜の花はビタミンA、B1、B2、Cだけ
でなく鉄、カルシウムに富んでいます。ささみに
は脂肪がほとんどなく、鶏肉の中で最もたんぱ
く質が多いです。低カロリーで高栄養が望まれ
る、季節感たっぷりの一品です。

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
の
ご
案
内

市
立
加
西
病
院

看
護
部
長
　
岩
　
崎
　
妙
　
子
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伊東家の食卓使える！裏ワザ大全集２００５年版
フレッドが教えてくれた仕事でいちばん大切なこと マーク・サンボーン
これから社会に出るきみへ エドワード・ホフマン
何があっても大丈夫 櫻井よしこ
働く気持ちに火をつける 齋藤　孝
毎日の健康おかず 沢木みずほ
「捨てられない人」のシンプル収納術 本多弘美
決戦・郵政民営化 猪瀬直樹
桂三枝という生き方 桂　三枝
いのちの授業 神奈川新聞報道部
夜　夢 柴田よしき
恋　刃 五條　瑛
人生ベストテン 角田光代
夫の息子 藤堂志津子
夏が逝く瞬間（とき） 原田伊織
奇跡を起こした村のはなし 吉岡　忍

CD Early Times LOVE PSYCHEDELICO
CD BEST OF SOUL BoA
CD 夢の中のまっすぐな道 aiko
CD NHK「にほんごであそぼ」じゅげむ編・ややこしや編
CD ニューイヤーコンサート２００５ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
DVD ファインディング・ニモ DVD シュレック
VIDEO ＮＨＫ「いないいないばあっ!」ぐるぐるどかーん!

アスティアかさい３階
（蕁瀚３７２２）

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり
新 着 書

新 着 ＶＡ

★予約はインターネットが便利です。
詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.library.city.kasai.hyogo.jp/

ねひめホールイベント情報
内　　　　容 日　　時

おはなし会
内容：幼児から小学生低学年向けの

本の読み聞かせ、紙芝居

4月16日貍・23日貍
5月14日貍
14：00～14：30

キッズミニシアター
内容：幼児から小学生低学年向けの

アニメの上映

5月7日貍
14：00～14：30

映画：①「バクダット・カフェ」４月22日貊 午後８時～９時45分
監督：パーシー・アドロン

【STORY】ラスヴェガス近郊の砂漠にたたずむ、さびれたモーテル“バク
ダッド・カフェ”。そこに泊まり客として現れたのは、旅行中に夫と別れたドイツ
人女性のジャスミンだった。常に“怒り”モードで家族にもお客にも当り散ら
す女主人のブレンダは、この珍客の振る舞いにストレスを募らすばかり。だが、
いつしか彼女の存在はこの店のオアシスのように潤し始めるのだった…。

映画：②「スウィート ノベンバー」４月29日貊 午後７時30分～９時30分
主演：キアヌ・リーブス、シャーリーズ・セロン

【STORY】「私の11月だけの恋人にならない？不幸な男性を救うのが特技
なの。」広告業界で働く“仕事人間”ネルソンの前に現れた不思議な女性
サラ。ふたりの期間限定の奇妙な恋人生活が始まった。自由奔放に生きる
サラは言葉通りネルソンの生活の全てを変えていく。いつしかネルソンは、本
気でサラを愛するようになるが……。

ねひめCue! アンコール
いよいよねひめCue! も３年目に突入! 昨年上映した
映画の中からスタッフが特にお薦めする２作品をこの
春一挙アンコール上映! ぜひ皆さんお楽しみください。
◆場　所／地域交流センター 多目的ホール
◆入場無料 ◆定員／94名
◆問合先／ねひめCue! 事務局（蕁瀚０１０６）

4月のねひめCue! 上映作品

″自
然
豊
か
な
田
園
が
広
が
る
花

と
緑
の
ま
ち
″に
ふ
さ
わ
し
い
き
れ

い
な
街
に
な
る
よ
う
、
道
路
周
辺

に
散
乱
し
て
い
る
ゴ
ミ
を
、
春
風
を

感
じ
な
が
ら
拾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
　
時

４
月
17
日
豸

午
前

８
時
45
分
〜
午
前
11
時
（
午
前
８

時
30
分
集
合
）

※
小
雨
決
行

◆
集
合
場
所

市
役
所
来
庁
者
駐
車
場
　

◆
コ
ー
ス

市
役
所
か
ら
２
コ
ー

ス
（
片
道
＝
約
４
袰
）

◆
持
ち
物

軍
手
・
火
箸

◆
参
加
対
象
者

誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。（
た
だ
し
、
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
） ゴ

ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

ゴ
ミ
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ

『
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』の
実
施

◆
問
合
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
（
蕁
潴
８
１
３
３
、

蕭
瀚
６
６
５
８
）

引
き
潮
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
乗
り
て
ゆ
く

空
と
海
と
が
出
会
う
所
へ

伊
藤
　
悦
子

身
は
痩
せ
て
皺
ば
っ
か
り
に
な
り
居
て
も

林
の
如
し
じ
ゃ
が
芋
の
芽
の

上
中
　
照
子

短
め
の
胡
瓜
の
よ
う
な
じ
い
ち
ゃ
ん
の

顔
よ
り
四
本
の
手
足
が
の
び
る

内
田
み
ゆ
き

抱
卵
の
三
光
鳥
も
ぬ
れ
て
い
む

散
歩
の
山
路
を
降
り
こ
め
ら
れ
て

太
田
　
克
子

暮
れ
早
き
秋
の
水
野
辺
細
き
足
を

引
き
上
げ
引
き
上
げ
白
鷲
歩
む

大
谷
　
明
美

一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
向
け
た
住

民
・
市
民
活
動
や
新
し
い
動
き
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
セ
ン
タ
ー
運

営
の
仕
組
み
や
支
援
を
展
開
し
、
市

民
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
め
ざ
す
推
進
役

と
し
て
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
期
間
平
成
17
年
４
月
か
ら

平
成
19
年
３
月
ま
で

募
集
期
間
４
月
25
日
豺
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員（
若
干
名
）募
集



このコーナーに掲載を希望される方は、写真とメッセージを
〒675-2395 加西市役所秘書広報課まで。（蕁瀚８７０１）

大家族のかわいいお姫さま♪
車でお出かけ大～好き
“ぶぶちゅー ゴォーゴォ!”
よちよち歩きでお花見しょう
ね～♪

〈ママの一言〉

大藤　友
ゆ

琳
りん

ちゃん
1歳4ケ月
（大柳町）

パパ・友也さん
ママ・暁子さん

賀茂小学校６年

村　田　裕　紀くん

ぼくの夢
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■特設人権相談（人権問題など）
５月10日（火）午前10時～午後３時　市民会館

午後３時～人権啓発活動

ジャスコタウン加西・アスティアかさい

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
５月10日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）
毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
５月６日（金）健康福祉会館

５月６日（金）善防公民館

５月12日（木）農村環境改善センター

５月19日（木）北部公民館

■法律相談
５月26日（木）健康福祉会館　受付は午前９時～11時

■市民相談
月～金曜日　午前８時30分～午後５時　市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週月・木曜日　午前９時～午後４時　市役所市民相談室

（ただし、月曜日が祝日にあたるときはその翌日）

■教育相談
月～金曜日　午前９時～午後４時　教育研修所

■女性相談（家族、近所、職場、子育て、介護、夫からの暴力など女性専用）
毎週火・金曜日　午前９時～午後４時

アスティアかさい３階男女共同参画センター相談室

電話相談と面接相談の予約（蕁瀚００１２専用）
■養育相談（０～18歳までの子どもを育てている保護者対象）
〈性格・生活習慣・知能・言語・学校生活・心身障害などに関する相談〉

月～金曜日　午前９時～午後４時

健康福祉会館２階　家庭児童相談室（蕁瀚６７０４）
■母子相談（母子に関する相談）
毎週月～金曜日　午後１時～午後５時

市役所　社会福祉課女性児童係（蕁瀚８７２６）
■ボランティア相談（ボランティアに関する相談）
５月６日（金） 午後１時30分～午後３時30分

健康福祉会館１階（蕁潴８１３３）

相相相相 談談談談

時間はいずれも
午後１時30分～午後４時｝

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診
■母子健康手帳の交付 午前８時30分～午後５時15分

妊　婦 随　時　　 健康長寿課（市役所２階）

■2か月児（先天性股関節脱臼）健診 午後１時～２時

平成17年２月生まれの乳児 ４月26日（火）

《平成17年３月生まれの乳児 ５月31日（火）》

■4か月児健診 午後１時～２時

平成16年12月生まれの乳児 ５月10日（火）

《平成17年１月生まれの乳児 ６月７日（火）》

■1歳6か月児健診 午後１時～２時

平成15年11月生まれの幼児 ５月17日（火）

《平成15年12月生まれの幼児 ６月14日（火）》

■3歳児健診 午後１時～２時

平成14年２月生まれの幼児 ４月19日（火）

《平成14年３月生まれの幼児 ５月24日（火）》

■乳幼児保健相談 午後１時～２時

希望者 ４月21日（木）

《５月19日（木）》

■離乳食講習会〈4月以降は予約制〉 午後１時～１時30分

初期：３～６か月の乳児の保護者

４月22日（金）・５月27日（金）

中期：７～８か月の乳児の保護者

６月24日（金）

※注：４月より離乳食講習会は予約制となりますので、ご注意下さい。

■プレママ教室（妊婦教室）〈予約制〉 午後１時～１時30分

妊娠５～８か月（安定期）のママ・パパ、祖父母

７月14日（木）

■パパママクラブ〈予約制〉 午後１時～１時30分

妊娠５～６か月のママ・パパ ５月12日（木）

妊娠８か月以降のママ・パパ ６月９日（木）

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

母子健康手帳を
お持ちください。）（

（受付時間）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越しください。
★健診、相談には、母子健康手帳をお持ちください。
★当日、気象等の都合で事業開催を見合わせることがあります。
事業の中止・順延につきましてはお問い合わせください。
★問合先 健康長寿課（蕁瀚８７２３）

※エプロンと掛
け物・飲み物
（赤ちゃん用）
をお持ちくだ
さい。

パート①

パート②
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国民年金制度が変わります
☆国民年金の保険料が変わります

国民年金の保険料は平成17年度から平成29年度まで毎年280円（平成16年度価格）ずつ引き上げられ、最終的
に平成29年度以降は月額16,900円（平成16年度価格）に固定される予定です。

平成17年度の国民年金保険料は月額13,580円になります。
【年度…4月から翌年3月までの期間】

【新制度】 ☆若年者納付猶予制度が導入されます
現在の免除制度では、本人の所得が低くても同居している世帯主（親など）の所得が高いと保険料の納付が免
除になりませんでした。そこで、若年者（30歳未満）の方を対象に、世帯主の所得にかかわらず、本人及び配偶
者の所得が一定額以下であれば、申請により保険料の納付が猶予される若年者納付猶予制度が導入されることに
なりました。
【若年者納付猶予制度の取り扱いについて】
若年者納付猶予制度の承認を受けた期間についての取り扱いについては、次のようになります。（学生納付特

例の取り扱いと同じです）

【申込方法】
平成17年４月から市民課国民年金担当窓口で受付を開始します。お申し込みに必要なものは、
蘆基礎年金番号の分かるもの（年金手帳または納付書等） 蘆印鑑（本人が署名される場合は不要）

☆第3号被保険者の特例が実施されます
特例の届出をしていただくことによって、２年以上前の期間も第３号被保険者期間としての保険料納付済期間
となり、将来その分の年金を受け取ることができるようになります。なお、既に年金を受給中の方は、年金額が
増額となる場合がありますが、年金額の変更については届出のあった翌月からとなります。
※平成17年３月までに第３号被保険者の届出を行い、その届出が遅れたために「保険料未納の取り扱い（３号未納）」と
なっていることを社会保険庁において把握している期間については、特例の届出は不要です。該当する方については、
すでに特例の届出も行われているものとみなして、自動的に「保険料納付済期間」への変更を行い、該当する方へ平
成17年４月下旬にお知らせを送付されます。なお、該当する方で年金を受給中の方は年金額が増額となる場合がありま
す。この年金額の改定についても、社会保険庁において実施するため届出の必要はありません。

☆保険料免除の所得基準が一部緩和されます
【全額免除基準額の変更】
改正前の基準額は扶養親族等のある場合に24万円を上乗せしていましたが、改正後はその額を扶養親族等の有
無に関わらず22万円を上乗せすることに変更します。

【半額免除基準額の変更】所得税課税所得を30万円から80万円に変更します。

◆問合先／加古川社会保険事務所（蕁0794濕4511豎）年金相談（蕁0794炬1165）
市民課年金担当（蕁瀚8722）

若年者納付猶予制度の承認期間

老齢基礎年金を請求するときには 受給資格期間に入ります

老齢基礎年金額の計算では 年金額には反映しません

障害・遺族基礎年金を請求するときには 納付済み期間と同じ扱いです

後から保険料を納めることは 10年以内なら納めることができます
（ただし、2年を過ぎると当時の保険料に一定の加算が付きます）

単身世帯 2人（夫婦）世帯 4人世帯

改　正　前 35万円 94万円 164万円

57万円 92万円 162万円改　正　後

4月から
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●個人情報保護法が平成17年４月１日から全面施行さ
れました。
●個人情報取扱い事業者は、個人情報の利用目的を明
らかにし、その範囲内で個人情報を取り扱わなけれ
ばなりません。また、本人の同意を得ずに個人デー
タを第三者に提供することは原則禁止されるほか、
安全管理措置、従業者や委託先の監督など個人情報
の適正な取扱いに関するルールが適用されます。
●自分の個人情報については、事業者に開示等を求め
ることができます。また、個人情報に関するトラブ
ルや疑問は、その事業者に申し出るほか、県及び市、
国民生活センターの苦情相談窓口（蕁03－3446－
0999）などでご相談いただけます。

※詳しくは、内閣府国民生活政策ホームページ
http://www5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/index.html
をご覧ください。

●加西市では個人情報保護の施策を推進するため、個
人情報保護条例を制定しました。
●個人の権利利益を守る観点から、市の保有する個人
情報について、安全管理措置などの適正な取扱いと、
自己の個人情報に関する開示、訂正等の権利を定め
ています。

※詳しくは総務課（蕁瀚8702）までお問合せください。

個人情報保護法及び
加西市個人情報保護条例が施行

☆個人情報保護法は

☆加西市個人情報保護条例は

国民健康保険税率が変更になります4月から
平成16年度の国民健康保険は、加入されている皆さんが納める国民健康保険税と国県の補助金等により運

営してきましたが、平成17年度は国保加入者の増加や医療の高度化等に伴う、医療費の伸びが大きくて歳入
不足が明らかになっています。また、介護分についても介護納付金に対応する財源不足が生じていることによ
り、平成17年度は、国民健康保険税条例を改正し、下表のとおり税率の引上げを行うことになりました。国
保は相互扶助の精神に基づいた制度です。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

保険税の納期
保険税は、次の納期で納めていただきます。
7月、8月、9月、10月、11月、12月、翌年の1月、2月（計8月）
※低所得世帯については、保険税の均等割額と平等割額が軽減されます。

◆問合先／保険課国保医療係（蕁瀚８７２１）

4月から

国
民
健
康
保
険
税

変更項目

医　療　分

変 更 後（4月1日から） 変　　更　　前

①所得割 9.50％

②被保険者均等割 29,000円

③世帯別平等割 32,000円

①②③の合計額

課税限度額 530,000円

①所得割 8.00％

②被保険者均等割 26,000円

③世帯別平等割 29,000円

①②③の合計額

課税限度額 530,000円

①所得割 2.10％

②被保険者均等割 9,000円

③世帯別平等割 6,000円

①②③の合計額

課税限度額 80,000円

①所得割 1.00％

②被保険者均等割 6,100円

③世帯別平等割 3,600円

①②③の合計額

課税限度額 80,000円

介　護　分
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平
成
17
年
度
固
定
資
産
税
・
自
動
車
税
な
ど

種別
納付の期限 市県民税

全・1期

2 期

3 期

4 期

全・1期

2 期

3 期

4 期

全　期

1 期
2 期
3 期
4 期
5 期
6 期
7 期
8 期

1 期
2 期
3 期
4 期
5 期
6 期
7 期
8 期

固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料（普通徴収）
平成17年 5月 2日（月）
平成17年 5月31日（火）
平成17年 6月30日（木）
平成17年 8月 1日（月）
平成17年 8月31日（水）
平成17年 9月30日（金）
平成17年10月31日（月）
平成17年11月30日（水）
平成17年12月26日（月）
平成18年 1月31日（火）
平成18年 2月28日（火）

市
税
等
納
期
限
一
覧
表

平
成
17
年
度

【種　目】
①中学男子：1年100m 2・3年100m 200m 800m
1年1500m 2・3年1500m 3000ｍ　走高跳　走幅跳
砲丸投（4裴）
②中学女子：1年100m 2・3年100m 200m 1年1500m
2・3年1500ｍ　走高跳　走幅跳　砲丸投（2.72裴）
③一般男子（高校生を含む）：100m 200m 400m 800m
1500m 5000ｍ　走高跳　走幅跳　三段跳　
砲丸投（5.45裴）
④一般女子：100m 200m 1500m 走高跳　走幅跳　
砲丸投（4裴）

⑤小学生：1年50m 2年50m 3年50m 4年100m 5年
100m 6年100m 男子1500m 女子800m 走幅跳　ソ
フトボール投　4年4×100mリレー　5年4×100mリレー
6年4×100mリレー

⑥壮年男子（35才以上）：49才以下100m 50才以上100m
3000m 走幅跳　砲丸投（4裴）
⑦壮年女子（30才以上）：100m 1500m
◎年齢別種目は平成17年4月1日現在の満年齢とする。

【参加資格】市内に在住・勤務・通学している方
【参加制限】小学生4～6年生は1人2種目以内（リレーを除
く）。1～3年生は1人1種目　　

【参加費】高校生以上＝1人400円（2種目以内）3種目以上
の場合800円、中学生＝1人300円（2種目以内）3種目以
上の場合400円、小学生＝4～6年生1人300円（2種目以
内）、1～3年生１人200円（1種目）、リレー＝1チーム
400円　※大会当日に受付で納入してください。

【参加申込】4月28日貅までにハガキに参加種目・住所・氏
名・電話番号を明記し郵送してください。
※市内の小中学生は学校単位で申込をします。
〒675-2303 北条町古坂882-14 加西市陸上競技協会
植田正吾まで（蕁瀚3253）

【問合先】加西市陸上競技協会　植田正吾（蕁瀲0200）（加西
中）、稲岡　進（蕁瀚6300）（北条中）、教育委員会体育保
健課（蕁瀚8773）
【雨天時の問合先：市役所（蕁瀚1110）（6：30以降）】※1 800m 1500m 走幅跳　ソフトボール投は4年生以上に限る。

※2 800m 1500m 4×100mリレーは2組以上の場合、タイムレースで行う。
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２，
０
０
０
円

問
合
先

劇
団
希
望
舞
台
　
藤
田

（
蕁
０
８
０
―
５
０
５
４
―
４
４
１
９
）

劇
団
お
お
き
な
木
は
５
月
か
ら

新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
。
本
公
演
に

向
け
て
の
役
者
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど

総
勢
30
名
を
募
集
し
ま
す
。

日
　
時

５
月
７
日
貍
・
15
日
貍

午
後
８
時
〜
９
時
　

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
　
３
階
遊
戯
室

加
西
市
民
劇
団
お
お
き
な
木

特
別
見
学
会
開
催

加
西
市
・
加
西
市
教
育
委
員
会
後
援

有
馬
理
恵
＆
希
望
舞
台

「
釈
迦
内
柩
唄

し
ゃ
か
な
い
ひ
つ
ぎ
う
た

」

問
合
先

ookinaki@
sky.

sannet.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

sky.sannet.ne.jp/ookinaki/

日
　
時

５
月
８
日
豸

蘆
午
前
10
時
〜
　
ミ
ニ
運
動
会

蘆
午
後
０
時
30
分
〜

子
ど
も
市
・
バ
ザ
ー

※
午
前
９
時
30
分
〜
受
付
開
始

場
　
所

い
こ
い
の
村
は
り
ま

芝
生
広
場
（
雨
天
　
善
防
公
民
館
）

参
加
費

ミ
ニ
運
動
会
２
０
０

円
、
子
ど
も
市
３
０
０
円
（
買
い

物
券
）

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
蕁
・
蕭
潴
０
８
３
０
）

※
月
・
火
・
木
・
金
　
午
前
10
〜

午
後
３
時
（
第
１
月
曜
日
休
み
）

第
21
回
お
や
こ
ま
つ
り

く

ら

し

の

情

報

★
う
ち
わ

蘆
写
真
や
絵
画
等

蘆
サ
イ
ズ
（
縦
17
袍
、
横
24
袍
）

募
集
対
象
者

市
内
小
中
学
校
生

募
集
期
日

５
月
13
日
貊
ま
で

★
ポ
ス
タ
ー

蘆
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
等
自
由

蘆
サ
イ
ズ
（
縦
72.8
袍
、
横
51.5
袍
）

蘆
「
第
28
回
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ

り
」「
花
彩
・
夜
さ
来
い
・
人

祭
り
」「
場
所
（
加
西
市
役
所

周
辺
）」「
日
程
（
８
月
７
日
豸

雨
天
時
８
月
14
日
豸
）」
の
ロ

ゴ
を
入
れ
る
こ
と

募
集
対
象
者

一
般

募
集
期
日

５
月
27
日
貊
ま
で

応
募
・
問
合
先

第
28
回
加
西
サ

イ
サ
イ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
（
商
工
観
光
課
内
）

（
蕁
瀚
８
８
２
３
）

内
　
容

基
本
練
習
と
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

期
　
間

５
月
９
日
豺
〜
７
月
11

日
豺

毎
週
月
曜
日
　
午
後
８
時

〜
９
時
30
分

募
集
人
員

先
着
20
名

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

参
加
者
募
集

第
28
回
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り

う
ち
わ
・
ポ
ス
タ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
募
集

※
無
料
（
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
持
参
）

場
　
所

北
条
中
学
校
体
育
館

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
〒
６
７
５
―
２
３
０

３
北
条
町
古
坂
３
―
６
　
柏
原
信

也
（
蕁
瀚
０
４
４
２
　
蕭
潴
０
１

８
１
）
ま
で
。

視
覚
に
障
害
の
あ
る
県
内
の

方
々
に
選
挙
・
候
補
者
に
関
す
る

情
報
を
点
字
ま
た
は
音
声
（
朗
読

テ
ー
プ
）
に
し
た
「
選
挙
の
お
知
ら

せ
」
を
、
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
選
挙

国
政
選
挙
、

県
知
事
選
挙
、
県
議
会
議
員
選
挙

申
込
方
法

蘆
点
字
版
、
音
声
版
と
も
、
電
話

か
郵
便
で
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
ご
希
望
の
種
類
を

連
絡
く
だ
さ
い
。

蘆
７
月
に
執
行
さ
れ
る
県
知
事
選

挙
で
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は

５
月
31
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
先

兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員

会
〒
６
５
０
―
８
５
６
７

神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
５
丁
目
10
―
１

（
蕁
０
７
８
―
３
６
２
―
３
１
０
１
）

点
字
お
よ
び
音
声
に
よ
る

「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
の

無
料
配
布

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん
4月17日（日） 安積医院 （西剣坂町・蕁瀟０３６１）
24日（日） 三宅医院 （中野町・蕁瀲００６７）
29日（祝） 徳岡内科 （北条町・蕁瀚０１７８）

5月 1日（日） 天沼医院 （北条町・蕁瀚３６３６）
3日（祝） 佐竹医院 （北条町・蕁瀚４０５７）
4日（祝） あさじ医院 （若井町・蕁瀝０２２５）
5日（祝） 小橋医院 （北条町・蕁瀚０４１２）
8日（日） 横田内科医院 （北条町・蕁瀚５７１５）
15日（日） 坂部整形外科 （北条町・蕁潴１４４４）
22日（日） 荒木医院 （北条町・蕁瀚９７１１）

※変更される場合がありますので、事前に確認のうえ受診してください。
その他については、加西市消防本部にお問合せください。
蕁潴1682（テレフォンサービス）または、蕁瀚0119

交通の妨げになるので、道路にはみだした草木を所有者は刈り取りましょう。

☆問合先 税務課（蕁瀚8713）

（口座振替のおすすめ）
納税は口座振替制度をご利用されますと便利で安全です。口座振替

のお申し込みは、引き落としを希望される金融機関で申請できます。

平成17年度固定資産税全期分
及び第１期分の納期限は

5555月2222日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。
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青
少
年
育
成
活
動
や
地
域
づ
く

り
活
動
に
主
体
的
に
参
画
し
、
地

域
の
担
い
手
と
な
る
５
０
０
人
委

員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

北
播
磨
地
区
で
40
人

研
修
期
間

平
成
17
年
６
月
か
ら

平
成
19
年
３
月
ま
で

募
集
期
間

５
月
20
日
貊
ま
で

受
講
料

無
料
　
※
教
材
費
・
食

費
・
交
通
費
等
は
別
途
必
要

問
合
先

北
播
磨
県
民
局
県
民
生

活
部
内
　
北
播
磨
青
少
年
本
部

（
蕁
０
７
９
５
瀚
９
３
５
３
、
蕭

０
７
９
５
瀚
７
１
０
３
）

募
集
定
員

20
名

受
講
資
格

蘆
昭
和
15
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
方

蘆
全
科
目
受
講
可
能
な
方
（
全
課

程
を
受
講
さ
れ
な
い
と
、
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。）

研
修
期
間

５
月
18
日
貉
〜

８
月
12
日
貊

訪
問
介
護
員
養
成
研
修

（
２
級
課
程
・
通
学
）
の
募
集

第
９
期
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り

５
０
０
人
委
員
会
委
員
募
集

受
講
料

授
業
料
　
５
５，
０
０

０
円
・
テ
キ
ス
ト
代
６，
８
０
０
円

受
付
期
間

４
月
15
日
貊
〜

28
日
貅

研
修
会
場

健
康
福
祉
会
館
･
加

西
の
里
・
第
二
サ
ル
ビ
ア
荘

申
込
・
問
合
先

社
会
福
祉
協
議

会
（
蕁
瀚
６
７
０
３
）

住
宅
の
建
設
等
、
緊
急
か
つ
具

体
的
計
画
の
あ
る
土
地
利
用
案
件

に
つ
い
て
、
加
西
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
に
係
る
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
申
請
を
受
付
ま
す
。

受
付
期
間

５
月
16
日
豺
〜
31
日

貂
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

受
付
場
所

農
政
課

（
蕁
瀚
８
７
４
１
）

下
水
道
の
普
及
促
進
を
目
的
と

す
る
こ
の
ま
つ
り
で
は
、
各
市
町

の
芸
能
発
表
、
特
産
品
販
売
、
水

処
理
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
等
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
楽
し
め
ま
す
。

日
　
時

４
月
24
日
豸

小
雨
決
行
・
雨
天
中
止

場
　
所

加
古
川
上
流
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
小
野
市
黍
田
町
）

第
14
回

や
え
ざ
く
ら
ま
つ
り

農
用
地
区
域
の
除
外
申

請
を
受
付
し
ま
す

問
合
先

小
野
市
水
道
部
内

（
蕁
０
７
９
４
烙
１
０
０
４
）

対
象
者

生
後
３
〜
90
か
月
（
７

歳
半
）
未
満
の
乳
幼
児

接
種
回
数

２
回
（
春
と
秋
に
１

回
ず
つ
ワ
ク
チ
ン
を
飲
み
ま
す
）

料
　
金

無
料

必
要
物
品

母
子
健
康
手
帳
・
予

診
票
・
体
温
計

日
　
程

蘆
４
月
25
日
豺

九
会
・
在
田
・

西
在
田
・
多
加
野
地
区

蘆
５
月
11
日
貉

富
田
・
賀
茂
・

下
里
・
富
合
地
区

蘆
５
月
13
日
貊

北
条
地
区

蘆
５
月
23
日
豺

未
接
種
児

場
所
・
受
付
時
間

健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
　
午
後
１
時
〜
２
時

厚
生
労
働
省
の
乳
が
ん
検
診
の

指
針
に
基
づ
き
、
40
歳
以
上
の
女

性
を
対
象
に
従
来
の
視
触
診
に
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
（
乳
房
Ｘ
線

検
査
）
を
併
用
し
た
乳
が
ん
検
診

を
実
施
し
ま
す
。（
予
約
制
）

視
触
診
の
み
を
ご
希
望
の
方
は

「
医
療
機
関
検
診
」（
乳
が
ん
検
診

「
乳
が
ん
検
診
」
実
施

方
法
が
変
わ
り
ま
す

ポ
リ
オ
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

は
30
歳
以
上
の
女
性
対
象
）
で
受

診
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
「
健
診
特
集

号
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
蕁
瀚
８
７
２
８
）

対
　
象

花
で
装
飾
さ
れ
、
快
適

な
環
境
づ
く
り
と
景
観
の
美
化
が

図
ら
れ
て
い
る
市
内
の
花
壇
及
び

玄
関
先
、
庭
、
壁
面
、
垣
根
等
。

蘆
個
人
部
門

蘆
団
体
部
門

蘆
企
業
部
門

申
込
方
法

申
込
用
紙
に
、
花
や

緑
の
カ
ラ
ー
写
真
（
平
成
16
年
10

月
以
降
に
撮
影
し
た
も
の
）
を
添

付
し
て
直
接
持
参
ま
た
は
郵
送
。

申
込
期
日

４
月
28
日
貅

申
込
・
問
合
先

〒
６
７
５
―
２

３
９
５
　
ま
ち
づ
く
り
課
内
　
加

西
市
花
と
緑
の
協
会

（
蕁
瀚
８
７
５
１
）

願
書
受
付

５
月
６
日
貊
〜

５
月
12
日
貅

※
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

試
験
日

７
月
３
日
豸

午
後
１

平
成
17
年
度
調
理
師

及
び
製
菓
衛
生
師
試
験

加
西
市
花
と
緑
の
協
会
主
催

平
成
17
年
度
花
壇
・
花
づ
く
り

コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

●下水道の使える区域では一日も早く水洗化を!
※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。 ★問合先／上下水道部（蕁瀚8795・8762）

綰「即融資」と書かれた金融業者のチラシを見て電話
した。借りるための保証料として先に5万円を振り込む
ように言われたが、信用できるか？
綏国や都道府県の登録を受けずに貸金業を営み高金
利で貸し付けるヤミ金融の被害が広がっています。低
金利・即日融資をうたい、保証料・審査料といった名目
で最初に支払いを求め、その後連絡が取れなくなり、

融資も受けられないといった被害の相談が寄せられて
います。携帯電話でやりとりしており、今後連絡をとる
ことは困難で、返金は難しいと思われます。借り入れ
の際には、登録の有無・金利を確認し、契約書を受け
取ること。借金を返済するための借金は厳禁です。ま
た、住所や電話番号など、個人情報を安易に知らせな
いようにしましょう。

手軽に即融資、やみ金融に注意!

■問合先／消費生活相談窓口（毎週月、木曜日・午前9時～午後4時、市民相談室内 蕁瀚8739）
ハナサク
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お く や み

織田　福枝 83 春　美 島
玉田　　勝 75 滋　基 鍛冶屋
世良田武清 76 安　典 下芥田
小路美代子 81 光　明 東剣坂
三宅はるゑ 80 巧 中　野
石野　芳郎 91 剛　志 西谷東
小林　たね 95 正　信 福住東
荒木のぶ子 93 智　幸 吉　野
岡　なつゑ 84 章　雄 本　町
小池たつの 90 敏　彦 下万願寺
山下　　昇 66 武 東高室
難波　一良 71 郁　子 大　村
黒田　義一 54 千代子 南　町
田をのぶ 84 啓　蔵 牛　居
三船まさ子 93 康 鎮　岩
能瀬　久之 52 正　行 上　野
原田きくゑ 78 薫 小印南
松本美和子 41 明 新　生
東郷　笑子 57 保　明 古　坂
山本キクヱ 83 修 坂　本
砂川　竹一 85 加藤公子 第２サルビア
菅生　由子 101 主　計 栄
小田みつゑ 92 達　雄 鴨　谷
小田　　勇 74 と　み 東　南
前田　麗子 63 田中良輝 網　引
宮長まさゑ 96 洋　充 谷
山端　榮逸 94 重　實 繁　陽
藤原　儀一 80 唯　司 栗　田
池澤　　猛 72 和　孝 上宮木
高橋おこま 90 利　男 乙和泉
霜浦やすゑ 93 正　昭 笹　倉
西脇　寛和 26 正　身 玉　野
古元　廉卓 24 宣　行 下宮木村
荒木みさゑ 95 鴨　谷
内藤　　守 68 勝 玉　丘
前田　豊一 69 正　弘 大　村
有田　正次 78 正　和 福　吉
鈴木しづ子 92 久　夫 西野々
森田　　司 78 正　彦 上野田
蓬　　久男 84 正　之 野　条
闍見　繁義 81 昭　弘 鶉野上
譽田　美春 83 昭　宏 池　上
増田　　茂 77 由　美 横　尾
西岡　富春 85 初　男 三　口
後　　繁雄 88 繁　樹 古　坂
正中まさゑ 87 和　男 小　谷
西脇ふさよ 71 一　成 玉　野
本岡みのゑ 92 俊　光 小印南
宮長　覚美 77 正　一 谷
片岡はるゑ 96 政　勝 戸田井
水谷　秀美 39 孝　次 乙和泉
藤原　光次 90 稔 朝　妻
新丸　　勲 67 睦 西谷西

（２月分）
闍橋　政子 73 秀　彦 上宮木

死亡者 年齢 喪主 町名

（３月31日受付分まで・敬称略）

時
〜
３
時
（
場
所
は
受
験
票
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

受
験
願
書
の
請
求
及
び
問
合
先

加
西
健
康
福
祉
事
務
所

（
蕁
瀚
０
２
６
６
）

―
５
月
16
日
〜
22
日
は

春
季
行
政
相
談
週
間
で
す
―

日
時
・
場
所
　
５
月
10
日
貂

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

市
民
会
館

12
日
貅

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

農
村
改
善
セ
ン
タ
ー

19
日
貅

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

北
部
公
民
館

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先

市
民
相
談
室

（
蕁
瀚
８
７
０
５
）

行
政
相
談
所
開
設

日
　
時

５
月
11
日
貉

場
　
所

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
、
神
戸
ベ
イ
ク
ル
ー
ズ
、
神
戸

海
洋
博
物
館

参
加
対
象

市
内
在
住
の
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

※
車
い
す
利
用
者
は
同
伴
者
と
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

会
　
費

１
名
　
３，
５
０
０
円

期
　
日

４
月
26
日
貂
ま
で

申
込
先

加
西
市
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
（
蕁
瀚
８
８
８
８
）

日
　
時

５
月
13
日
貊

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

対
　
象

平
成
18
年
３
月
大
学
・

北
は
り
ま
地
域
大
学
生
等

就
職
面
接
相
談
会

加
西
市
身
体
障
害
者

バ
ス
ツ
ア
ー

く

ら

し

の

情

報

●ごみの持ち込みについて…受入時間／月・火・木・金曜日　9時～16時30分（但し祝日と12時～13時は除く）
毎週水曜日は、ごみ処理の都合で持ち込みができません。★クリーンセンター（蕁瀟0602）

加西市への寄付
○加西商工会議所女性会

会長　岡本洋子 10万円

（加西市学校教育資金として）

○Country Rabbit １万円

（加西市児童福祉事業資金）

○畑町 松井直子 ２万円

（加西市一般寄付金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○美心 ２万円

○県立社高等女学校尚友同窓会

加西支部 ４万1,100円

○株式会社　本陣 １万1,041円

供養預託
○谷町 垣内政夫 30万円

○加古川市 渡辺武美 ３万円

○鶉野町 高見昭弘 20万円

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
卒
業
予

定
者

問
合
先

西
脇
公
共
職
業
安
定
所

学
卒
係
（
蕁
０
７
９
５
澤
３
１
８
１
）

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
む

「
根
日
女
ハ
ー
ト
・
ブ
リ
ッ
ジ
運

動
」
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
メ

ン
バ
ー
募
集
。
子
ど
も
た
ち
へ
の

声
か
け
や
見
守
り
を
行
う
な
ど
、

自
分
の
で
き
る
身
近
な
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

登
録
・
問
合
先

青
少
年
セ
ン
タ

ー
（
蕁
瀚
３
７
２
３
）

種
　
目

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

応
募
資
格

22
〜
26
才
未
満
男
女

防
衛
庁
幹
部
自
衛
官

の
募
集

「
根
日
女
ハ
ー
ト
・
ブ
リ

ッ
ジ
・
メ
ン
バ
ー
ズ
」
に

登
録
し
て
く
だ
さ
い

受
付
期
間

５
月
13
日
貊
ま
で

採
用
試
験

５
月
21
貍
･
22
日
豸

（
22
日
は
飛
行
希
望
者
の
み
）

問
合
先

青
野
原
募
集
事
務
所

（
蕁
０
７
９
４
焜
７
９
５
９
）

日
　
時

５
月
22
日
豸

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

青
野
原
駐
屯
地

（
小
野
市
桜
台
１
番
地
）

内
　
容

式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
訓
練
展
示
、
装
備
品
展
示
、

軽
装
甲
機
動
車
の
試
乗
、
子
ど
も

広
場
、
模
擬
売
店
な
ど

※
雨
天
時
は
一
部
内
容
変
更

問
合
先

青
野
原
駐
屯
地
創
設
記

念
行
事
実
行
委
員
会
（
蕁
０
７
９

４
焜
７
３
０
１
（
内
線
２
１
６
・

２
８
１
）

陸
上
自
衛
隊
青
野
原
駐
屯
地

創
設
29
周
年
記
念
行
事

青
　
野
　
祭

※２月に亡くなられた闍橋政子さんの掲載が遅
れたことをお詫びいたします。
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稲岡家住宅が国登録文化財に登録
文化財登録制度は、阪神・淡路大震災を契機に平成
8年10月に制定され、古き良き建造物を残して、事業
資産や観光資源に利用するなど事業展開や地域の活性
化のために積極的に活用しながら、文化財をゆるやか
に守っていく制度です。
3月18日貊、三口町の稲岡輝彦さん所有の「稲岡家

住宅」が、市内で初めて国登録文化財に登録されまし
た。登録された住宅は、建設する時代の造形の規範と
なる登録基準に該当し、明治末期建築の主屋と昭和初
期建築の離れで延床面積は386.74裃。主屋は、造り
酒屋の事務所兼住宅で、入母屋造、桟瓦葺の2階建で

す。また、住宅の離れは、緑のフランス瓦葺、外壁は
「ハーフティンバー」を取り入れたドイツ壁で、洋室
が1部屋ある和洋折衷の建造物です。稲岡さんが10年
前に造り酒屋稲岡家の分家住宅である建造物を、当時
の所有者に頼まれて買ったものです。「昨年の台風等
で屋根やガラスが壊れるなど、大規模改修が必要です
が、当面、応急修理により保存していきたい。また、
倒壊する危険箇所もあるので、遠くから見てほしい。
今後、酒蔵を訪れた方にゆっくりとくつろげるスペー
スとして活用できれば。」と稲岡さん。

今年、2月～3月末にかけて、網引町の糠塚（ぬか
つか）古墳で、市教育委員会と市史編纂委員の京都府
立大学菱田哲郎助教授との合同調査を行いました。同
古墳群は糠塚山のふもとに分布しており、今回の調査
で新たに発見した15号墳を含め、15基で構成する古
墳時代後期の群集墳です。
調査の対象となったのは、7基の古墳（2・3・5・

6・7・8・9号墳）と1基の石蓋土坑墓でした。古墳
群は7世紀の円墳で、大半のものが横穴式石室を備え
ていましたが、一部木棺墓を備えていた古墳も存在す
ることが調査でわかりました。2・3号墳は墳丘径約
17m、墳丘高2m、周溝幅1～2mと、今回の調査古墳
の中で最大で、有力者の墳墓であると考えられていま
す。特に2号墳は比較的保存状態がよく、横穴式石室
の規模は幅1.5m×長さ8.8mが、ほぼ当時の姿のまま
で残っており、石室から出土した須恵器などから7世
紀前葉に築造され、8世紀まで繰り返し埋葬に使われ
たことが確認されました。
また、3号墳は墳丘の南側が土取のため大きく削平

されており、横
穴式石室も羨道
と玄室の一部が
削り取られてい
ますが、石室断
面から出土した
須恵器などから
7世紀中葉に築
造されたことが
確認されまし
た。5・7・8・
9号墳は、墳丘
径約10m、墳丘高約1m、横穴式石室の規模は約1m×
長さ約5mと小型で、大型の2・3号墳の背後に築造さ
れており、「播磨風土記」に登場する粳岡に葬られて
いる、有力者一族の墳墓であると考えられます。
3月20日豸に行われた一般公開には、市内外からた

くさんの考古学ファンが訪れ、古代ロマンに酔いしれ
ました。

有力者一族の墳墓か？
網引町の糠塚古墳で市内最大級の群集墳を発掘!

所有者の稲岡輝彦さん


